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『
延
喜
式
』
に
て
穣
に
つ
い
て
の
規
定
が
明
文
化
さ
れ
て
以
降
、
機
は
貴
族
層

の
日
常
生
活
を
大
き
く
規
制
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
貴
族
層
の
日
記
・
記

録
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
穏
は
古
代
か
ら
中

世
に
か
け
て
拡
大
す
る
と
い
う
見
解
が
な
さ
れ

(
1
)
、
そ
れ
に
伴
い
、
朝
廷
に
お

け
る
機
忌
避
観
念
が
卑
賤
観
念
を
拡
大
さ
せ
、
中
世
の
身
分
制
を
形
成
し
、
民
衆

に
対
し
て
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
(
2
)
。
そ
れ
は
被

差
別
部
落
の
問
題
と
い
う
形
で
現
代
に
ま
で
影
響
が
及
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な

槻
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
の
な
か
の
―
つ
に
「
天
下
触
機
」
と
言
わ
れ
る
も
の

が
あ
っ
た
。
天
下
触
穣
と
い
う
名
称
は
非
常
に
仰
々
し
く
、
人
々
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
が
、
そ
の
天
下
触
機
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

天
下
触
機
に
つ
い
て
触
れ
る
前
に
、
そ
も
そ
も
機
と
は
何
か
、
と
い
う
点
に
つ

い
て
簡
単
に
触
れ
て
み
た
い
。
穣
の
特
徴
に
つ
い
て
概
括
的
説
明
を
行
っ
て
い
る

も
の
と
し
て
山
本
幸
司
氏
の
『
械
と
大
祓
』

(
3
)
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
械
と

は
、
第
一
に
、
①
死
檬
②
産
械
③
獣
の
死
穏
と
産
機
④
失
火
機
の
四
種
に
大
別
で

き
る
。
第
二
に
機
は
発
生
源
を
離
れ
、
他
の
場
所
や
人
に
移
る
と
さ
れ
た
。
例
え

ば
、
甲
所
に
械
が
あ
っ
た
場
合
、
甲
所
に
入
っ
た
人
及
び
そ
の
人
が
い
る
（
い
た
）

場
所
が
乙
の
械
と
な
る
。
さ
ら
に
乙
所
に
人
が
入
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
人
の
み

は
じ
め
に

平
安
時
代
の
天
下
触
稿
に
つ
い
て

青
島
史
敏

が
丙
の
機
と
な
る
。
そ
し
て
丙
か
ら
丁
に
は
械
が
伝
染
し
な
い
、
と
い
っ
た
具
合

で
あ
る
。
ま
た
、
垣
根
・
塀
・
壁
は
外
部
か
ら
の
穣
の
侵
入
を
防
ぐ
も
の
と
さ
れ

た
が
、
同
時
に
そ
れ
ら
で
囲
わ
れ
た
空
間
に
一
度
穏
が
侵
入
し
た
場
合
に
は
そ
の

空
間
全
体
が
穣
と
な
っ
た
。
対
し
て
道
路
・
橋
・
荒
野
・
河
原
は
開
放
さ
れ
た
空

間
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
場
所
に
は
檬
が
及
ば
な
い
と
さ
れ
た
。
続
い
て
第
三
点
と

し
て
、
家
は
機
と
な
る
空
間
の
単
位
で
あ
り
、
穏
が
家
に
入
る
こ
と
や
、
内
部
か

ら
積
が
生
じ
る
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
最
後
に
第
四
点
と
し
て
、

天
皇
を
中
心
と
す
る
社
会
・
自
然
の
秩
序
を
乱
す
も
の
が
穏
と
さ
れ
、
天
皇
と
神
々

が
機
に
触
れ
な
い
よ
う
に
、
特
に
内
裏
と
神
社
へ
の
機
の
侵
入
を
防
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
、
穣
と
は
何
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

で
は
天
下
触
穣
と
は
何
か
。
次
に
天
下
触
機
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
見
て
い
き

た
い
。横
井
清
氏
は
、
院
・
天
皇
・
将
軍
ら
の
〈
死
〉
や
、
天
災
・
飢
饉
・
戦
乱
な
ど

に
よ
る
大
量
発
生
死
の
場
合
に
天
下
触
機
の
布
告
が
発
せ
ら
れ
る
と
し
、
ま
た
先

に
挙
げ
た
山
本
幸
司
氏
の
前
掲
論
文
で
は
、
「
世
間
機
」
「
天
下
穣
」
「
天
下
触
械
」

と
い
っ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
る
の
は
古
代
末
か
ら
中
世
に
か
け
て
で
あ
り
、
天
下

触
檬
の
条
件
と
し
て
、
火
事
な
ど
の
事
故
、
あ
る
い
は
兵
乱
に
よ
っ
て
死
者
が
大

量
に
発
生
し
た
場
合
と
天
皇
・
上
皇
な
ど
の
社
会
的
地
位
が
高
い
人
物
の
死
に
よ

っ
て
触
機
に
な
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
下
穣
と
か
世
間
械
と
い

っ
た
言
葉
は
明
確
な
基
準
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
記
録
の
場
合
、
著
者
の
主
観
に

よ
る
表
現
上
の
誇
張
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
『
後
法
興
院
記
』
の
明
応

六
年
(
-
四
九
七
）
六
月
三
十
日
条
の
細
川
政
元
の
母
が
死
ん
だ
際
の
事
例
(
4
)

を
挙
げ
、
室
町
期
に
は
制
度
的
な
規
定
と
し
て
、
天
下
触
穣
の
布
告
が
出
さ
せ
た

の
で
は
な
い
か
と
も
述
べ
て
い
る
。



黒
田
日
出
男
氏

(
5
)
は
、
横
井
・
山
本
両
氏
の
説
明
を
踏
ま
え
、
第
一
に
天

下
触
穣
は
三
十
日
で
あ
り
、
基
本
的
に
死
穣
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
死
械

が
天
皇
1
1
内
裏
を
中
心
と
す
る
京
中
・
洛
中
に
遍
満
し
た
結
果
、
発
せ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
第
三
に
そ
の
よ
う
な
檬
気
を
遍
満
さ
せ
る
死
機
の
種
類
は
二
種
類
あ
り
、

火
災
や
戦
乱
に
よ
っ
て
大
量
の
死
者
が
出
た
場
合
と
、
〈
王
〉
と
そ
の
家
族
や
為
政

者
が
死
ん
だ
際
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。
加
え
て
、
天
下
触
穏
は
世
間
触
機

（
穣
の
特
徴
と
し
て
第
二
点
目
に
挙
げ
た
、
甲
・
乙
・
丙
．
丁
の
械
の
理
論
で
は

説
明
・
処
理
で
き
な
い
機
気
の
遍
満
状
態
）
を
前
提
と
し
て
平
安
末
期
に
出
現
し

た
も
の
で
、
天
下
触
械
は
当
初
、
世
間
触
穣
と
重
な
っ
て
い
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
天
下
触
穏
の
原
因
だ
け
で
な
く
、
影
響
に
つ
い
て
も
触
れ
、
天
下
触
稿
期

間
中
は
朝
廷
に
よ
る
諸
行
事
と
京
都
を
中
心
と
し
た
神
社
の
祭
礼
が
停
止
あ
る
い

は
延
引
と
な
る
と
し
て
い
る
。

和
田
実
氏

(6)
は
、
『
中
右
記
』
に
お
け
る
「
天
下
」
と
「
世
間
」
の
語
の

使
い
分
け
に
注
目
し
、
天
下
触
機
と
は
所
々
に
触
穣
が
広
ま
っ
て
い
る
状
況
を
指

す
も
の
で
は
な
く
、
院
居
所
や
天
皇
居
所
な
ど
特
定
空
間
の
触
檬
を
受
け
、
二
次

的
に
認
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
天
下
触
檬
」
と
認
定
さ
れ
て
い
る
状
況
は
、
神

事
延
引
の
宣
下
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
世
間
触
穣
は
、

前
述
し
た
穣
の
特
徴
と
し
て
第
三
点
目
に
挙
げ
て
い
る
機
の
空
間
の
単
位
と
な
る

家
（
個
別
閉
鎖
空
間
）
の
多
く
が
機
と
な
っ
て
い
る
状
態
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、

天
下
触
械
と
世
間
触
械
と
は
明
確
な
相
違
が
あ
る
と
す
る
。

吉
田
徳
夫
氏

(7)
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
天
下
触
穣
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
天
下
触
穣
の
起
源
を
合
戦
に
よ
っ
て
生
じ
る
械
で
あ
る
「
合
戦
穣
」
と
鎌

倉
に
住
む
武
家
政
権
の
首
長
の
死
去
に
際
し
て
生
じ
る
「
関
東
槻
」
の
二
つ
の
み

に
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
天
下
触
械
を
「
非
常
に
政
治
的
な
沙
汰
で
あ
り
、
武
家

に
対
す
る
公
家
側
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
攻
勢
で
あ
っ
た
。
」
と
、
政
治
的
な
側
面
か
ら

考
察
さ
れ
て
い
る
。

横
井
氏
、
黒
田
氏
、
吉
田
氏
の
三
氏
は
鎌
倉
時
代
以
降
の
天
下
触
穣
を
取
り
扱

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
平
安
時
代
の
天
下
触
械
に
つ
い
て
も
取
り
扱
っ
て
い
る

山
本
・
和
田
両
氏
に
つ
い
て
も
天
下
触
檬
の
契
機
や
影
響
と
い
う
よ
う
な
現
象
の

面
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
平
安
時
代
に
お
い
て
天
下
触
穣

が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発
生
し
た
の
か
、
ま
た
機
と
い
う
観
念
の
全
体
の
中
に
お

い
て
天
下
触
械
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
、
加
え
て
当
時
の
人
々
に
と

っ
て
、
ど
の
よ
う
な
音
凝
式
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
詳
し
く
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
山
本
氏
に
お
い
て
は
「
表
現
上
の
誇
張
」
と
の
み
説
明
さ
れ

て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
天
下
触
穣
の
成
立

過
程
や
平
安
時
代
に
お
け
る
音
滅
式
に
つ
い
て
見
つ
つ
、
天
下
触
機
の
契
機
・
認
定
・

影
響
と
い
う
現
象
面
に
つ
い
て
も
再
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

研
究
方
法
と
し
て
は
、
械
の
規
定
が
明
文
化
さ
れ
た
『
延
喜
式
』
が
完
成
し
た

延
長
五
年
（
九
二
七
）
か
ら
、
平
安
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
建
久
三
年
（
―
-
九

二
）
ま
で
を
対
象
と
し
、
認
識
の
差
こ
そ
あ
れ
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
山
本
氏
・

黒
田
氏
・
和
田
氏
が
天
下
触
穏
と
と
も
に
世
間
触
械
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い

る
の
で
、
『
小
右
記
』
『
水
左
記
』
『
後
二
条
師
通
記
』
『
中
右
記
』
霞
酋
l

』
『
兵
範

記
』
『
山
愧
記
』
『
玉
葉
』
『
吉
記
』
な
ど
を
用
い
て
、
天
下
触
穏
や
世
間
触
檬
の
記

事
を
取
り
上
げ
た
。
ま
た
『
大
日
本
史
料
』
『
史
料
綜
覧
』
『
百
錬
抄
』
な
ど
の
編

年
体
の
史
料
で
、
対
象
と
す
る
期
間
の
天
下
触
穏
、
世
間
触
穣
の
全
て
の
記
事
を

網
羅
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
記
事
を
【
表
1

平
安
時
代
の
天
下
触
械
】
（
以
後

【表
1
】
と
表
記
）
と
し
て
ま
と
め
た
。
「
影
響
」
の
襴
は
「
穏
に
よ
っ
て
」
と
い

う
よ
う
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
を
主
に
抽
出
し
た
。



ま
た
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
中
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
機
が
「
天
下
」
も
し
く

は
「
世
間
」
に
遍
満
し
て
い
る
様
を
、
そ
の
ま
ま
「
天
下
触
機
」
、
「
世
間
触
機
」

と
表
現
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
「
天
下
」
に
穣
が
遍
満
・

拡
散
し
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
も
の
を
「
天
下
触
機
」
、
「
世
間
」
に
機
が
遍

満
・
拡
散
し
て
い
る
様
子
を
表
現
し
て
い
る
も
の
を
「
世
間
触
穣
」
と
呼
称
す
る
。

但
し
、
第
一
章
に
て
天
下
触
穏
と
世
間
触
機
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
で
、
こ
の
措

置
は
暫
定
的
な
も
の
と
し
た
い
と
思
う
。

ま
ず
本
章
で
は
天
下
触
穣
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
し
か
し
天
下
触

穣
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
る
上
で
問
題
に
な
る
の
が
、
和
田
氏
と
黒
田
氏
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
天
下
触
機
と
世
間
触
穣
の
相
違
の
問
題
で
あ
る
。
和
田
氏
は
、

【表
1
,
5】

六
日
、
雖
レ
可
レ
有
臨
時
奉
幣
＿
‘
已
延
引
、
是
賀
茂
社
触
機
出
来
、
初
遍
ー

繭
天
下
一
云
々
、
被
二
相
尋
処
、
本
社
已
為
二
丙
処
一
、
世
間
不
レ
可
レ
為
レ
穣
、

偲
過
二
今
日
一
可
レ
有
奉
幣
一
者
、

（
『
中
右
記
』
寛
治
七
年

(
1
0九
三
）
十
二
月
六
日
条
）

と
い
う
記
事
に
お
い
て
「
天
下
」
と
「
世
間
」
が
同
一
視
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

点
や
、

第
一
章
天
下
触
稿
の
成
立
過
程

第
一
節
天
下
蝕
槻
と
世
間
触
穣

一
月
三
十
日
条
）

【表
1
,
1
5】

舟
日
、
（
中
略
）
近
日
世
間
丙
積
遍
満
云
々
、
是
従
二
尾
張
国
坤
竺
死
人
骸
骨

一
置
兵
衛
尉
家
季
宅
へ
不
レ
知
案
内
一
家
季
宅
人
々
行
ー
ニ
向
万
人
貸
之
間

遍
満
者
、
此
事
此
七
八
日
風
ー
ニ
聞
世
間
一
也
、
偲
伊
勢
勅
使
延
引
、
雖
レ
可
二

在
月
内
被
正
了
、
件
積
及
二
此
廿
八
日
一
云
々
、

（
『
書
邑
嘉
承
二
年
(
―

1
0七）

と
い
う
世
間
触
積
の
記
事
が
、
機
の
単
位
と
な
る
家
々
（
個
別
閉
鎖
空
間
）
の
多

く
が
、
械
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
か
ら
、
世
間
触
穏
は
個
別
閉
鎖
空
間
の
多

く
が
触
機
と
な
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
し
、
【
表
1
_
2
9
】
や
【
表
1
,
1
7
】

【
表
1
,
1
9
】
【
表
1
,
2
2
】
【
表
1
,
2
4
】
【
表
1
,
3
1
】
【
表
1
I
4

2
】
の
事
例
で
、
内
裏
や
天
皇
居
所
、
院
居
所
が
触
械
と
な
っ
て
い
る
事
実
か
ら
、

天
下
触
機
と
は
内
裏
や
天
皇
居
所
、
院
居
所
が
触
積
と
な
っ
て
い
る
場
合
の
み
を

皐
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
黒
田
氏
は
特
に
根
拠
を
示
さ
ず
、
天
下
触
械

は
世
間
触
穣
を
前
提
に
成
立
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
黒
田
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
天
下
触
積
の
前
提
と
し
て
世
間
触
械

が
あ
っ
た
と
す
る
考
え
や
、
和
田
氏
の
よ
う
に
天
下
触
械
と
世
間
触
穣
が
別
の
概

念
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
天
下
触
穣
の
成
立
と
世
間
触
穣
の
成
立
も
分
け
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
本
節
で
は
、
ま
ず
天
下
触
機
と
世
間
触
械
に

違
い
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
を
論
じ
よ
う
と
思
う
。

は
じ
め
に
「
天
下
」
と
「
世
間
」
と
い
う
言
葉
か
ら
見
る
。
『
角
川
古
語
大
辞
典
』

(
8
)
に
よ
れ
ば
「
天
下
」
と
は
①
天
の
下
に
ひ
ろ
が
る
地
上
の
世
界
。
②
君
主

の
統
治
権
の
及
ぶ
範
囲
と
し
て
の
国
家
・
国
土
の
全
体
。
③
転
じ
て
、
国
の
政
治
。



④
一
国
の
統
治
者
で
あ
る
天
皇
や
将
軍
な
ど
。
と
あ
り
、
ま
た
「
世
間
」
は
①
仏

語
。
「
世
」
は
遷
流
・
隔
別
の
意
、
「
間
」
は
間
差
の
意
で
、
過
去
・
現
在
・
未
来

の
三
世
の
た
め
に
移
し
流
さ
れ
、
し
か
も
種
々
の
諸
法
が
互
い
に
差
別
（
し
ゃ
べ

つ
）
し
て
あ
る
境
界
。
こ
れ
を
二
世
間
に
分
か
つ
。
生
あ
る
も
の
の
住
む
衆
生
世

間
（
有
情
世
間
と
も
）
と
一
切
衆
生
の
住
む
べ
き
国
士
世
界
を
意
味
す
る
器
世
間

で
あ
る
。
出
世
間
の
対
。
②
人
の
世
。
世
の
中
。
俗
世
。
③
世
の
中
の
人
々
。
世

人
。
④
感
覚
で
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
外
界
一
体
。
あ
た
り
一
面
。
⑤
日
常
生

活
を
し
て
い
る
、
そ
の
あ
た
り
。
隣
近
頁
⑥
暮
ら
し
方
。
暮
ら
し
向
き
。
世
渡

り
。
と
な
っ
て
い
る
。
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
の
「
天
下
」
の
①
②
ど
「
世
間
」
の

屡
屈
空
間
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
ほ
ぼ
同
じ
よ
え
霞
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
で
は
、
史
料
上
で
は
天
下
触
穏
と
世
間
触
械
に
関
す
る
「
天
下
」
と
「
世

間
」
は
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
【
表
1
】
の
「
表

現
」
の
襴
を
参
考
に
し
て
見
て
み
た
い
。
【
表
1
】
「
表
現
」
を
見
る
と
、
「
天
下
」

と
「
世
間
」
は
、

【表
1
,
2】

・
「
世
間
穣
」
（
『
小
右
記
』
万
寿
二
年

(
1
0二
五
）
八
月
四
日
条
）

・
「
天
下
又
無
レ
不
レ
穣
」
（
『
小
右
記
』
万
寿
二
年

(
1
0二
五
）
八
月
七
日
条
）

・
「
世
間
触
穣
交
来
」
（
『
小
右
記
』
万
寿
二
年

(
1
0二
五
）
八
月
士
二
日
条
）

【表
1
I
4】

・
「
世
間
穣
」
（
『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
六
年

(
1
0九
二
）
五
月
二
十
二
日

条）
・
「
天
下
大
機
」
（
『
中
右
記
』
寛
治
六
年

(
1
0九
二
）
六
月
十
四
日
条
）

・
「
天
下
械
気
」
（
『
中
右
記
』
寛
治
六
年

(
1
0九
二
）
六
月
十
八
日
条
）

【表
1
,
7】

・
「
世
間
触
械
」
（
『
後
二
条
師
通
記
』
嘉
保
三
年
（
永
長
元
年
、

月
十
四
日
条
）

・
「
天
下
人
々
多
レ
以
触
機
一
」
（
『
中
右
記
』
嘉
保
三
年
（
永
長
元
年
、
一
〇
九

六
）
三
月
十
六
日
条
）

・
「
世
間
械
気
」
（
『
中
右
記
』
嘉
保
三
年
（
永
長
元
年
、
一

0
九
六
）
四
月
一
日

条）
・
「
世
械
気
」
（
『
中
右
記
』
嘉
保
三
年
（
永
長
元
年
‘
1
0九
六
）
四
月
四
日
条
）

・
「
世
間
械
」
（
『
中
右
記
』
目
録
嘉
保
三
年
（
永
長
元
年
、
一

0
九
六
）
四
月
二

日
条
）

・
「
住
吉
社
穣
気
満
天
下
ー
」
（
『
年
中
行
事
秘
抄
』
三
月
）

【表
1
1
1
1】

・
「
天
下
穣
気
」
（
『
殿
暦
』
康
和
五
年
二
月
一
日
条
）

・
「
世
間
有
如
レ
此
之
穣
＿
」
（
『
本
朝
世
紀
』
康
和
五
年
二
月
九
日
条
）

・
「
世
間
機
気
」
（
『
中
右
記
』
康
和
五
年
三
月
四
日
条
）

【表
1
l
1
2】

・
「
世
間
有
糠
気
＿
」
（
『
殿
暦
』
長
治
元
年
六
月
十
一
日
条
）

・
「
丙
械
満
天
下
一
」
（
『
中
右
記
』
長
治
元
年
六
月
十
一
日
条
）

【表
1
1
1
7】

・
「
天
下
機
気
」
（
『
殿
暦
』
嘉
承
二
年
九
月
九
日
条
、
九
月
十
二
日
条
）

・
「
近
日
天
下
丙
積
気
遍
満
」
（
『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
九
月
十
三
日
条
）

・
「
世
間
機
気
」
（
『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
九
月
十
五
日
条
）

【表
1
_
1
9】

・
「
械
遍
ー
ニ
満
天
下
ー
」
（
『
中
右
記
』
天
永
二
年
三
月
十
一
日
条
）

1
0九
六
）

四



・
「
近
日
天
下
有
一
丙
機
ー
」
（
『
中
右
記
』
天
永
二
年
三
月
十
五
日
条
）

・
「
世
間
械
気
」
（
『
中
右
記
』
天
永
二
年
三
月
二
十
日
条
）

・
「
世
間
穣
」
（
『
殿
暦
』
天
永
二
年
四
月
一
日
条
）
（
『
中
右
記
』
天
永
二
年
四
月

四
日
条
、
四
月
士
ハ
日
条
）

・
「
世
間
機
気
」
（
『
年
中
行
事
秘
抄
』
三
月
）
．

【
表
1
I
2
1】

・
「
又
凡
世
間
皆
触
穣
云
々
」
（
『
殿
暦
』
天
永
二
年
十
一
月
四
日
条
）

・
「
機
気
遍
ー
ニ
満
天
下
ー
」
（
『
中
右
記
』
天
永
二
年
十
一
月
四
日
条
）

・
「
天
下
之
機
」
（
『
永
昌
記
』
天
永
二
年
十
一
月
十
九
日
条
）

・
「
世
間
槻
気
」
（
『
中
右
記
』
天
永
二
年
十
一
月
二
十
五
日
条
）

・
「
世
間
槻
」
（
『
中
右
記
』
天
永
二
年
十
一
月
二
十
九
日
条
、
十
二
月
三
日
条
）

【
表
1
1
2
6
-

・
「
世
間
丙
械
」
（
『
中
右
記
』
長
承
元
年
二
月
十
一
日
条
、
二
月
十
五
日
条
）

・
「
世
間
穣
」
（
『
中
右
記
』
長
承
元
年
二
月
十
一
日
条
）

・
「
天
下
丙
檬
」
（
『
中
右
記
』
長
承
元
年
二
月
十
七
日
条
）

【
表
1
I
2
8】

・
「
院
産
機
遍
T
満
天
下
ー
」
（
『
中
右
記
』
長
承
元
年
十
一
月
四
日
条
）

・
「
世
間
産
機
」
（
『
中
右
記
』
長
承
元
年
十
一
月
四
日
条
）

【
表
1
I
3
1】

・
「
院
中
機
殊
被
二
誡
仰
、
去
朝
平
野
梅
宮
祭
等
、
守
二
式
日
細
ぞ
行
了
、
近
日

天
下
流
風
已
有
不
浄
疑
ー
」
（
『
兵
範
記
』
仁
安
二
年
四
月
十
四
日
条
）

・
「
有
一
舟
日
鼠
、
天
下
不
レ
四
混
合
乏
由
、
雖
被
二
仰
下
へ
触
檬
十
之
及

ニ
八
九
一
、
依
有
二
其
疑
ー
」
（
『
山
愧
記
』
仁
安
二
年
四
月
十
四
日
条
）

・
「
天
下
穏
気
」
（
『
兵
範
記
』
仁
安
二
年
四
月
二
十
七
日
条
）

五 御
神
楽
次

宮
寺
縁
事
抄

・
「
機
不
レ
混
ー
ニ
合
世
間
、
依
被
レ
行
二
平
野
梅
宮
等
祭
一
了
、
其
後
檬
気
自
然
遍

満
」
（
『
山
愧
記
』
仁
安
二
年
四
月
二
十
七
日
条
）

・
「
院
中
触
檬
、
天
下
流
風
有
二
不
浄
疑
＿
」
（
『
兵
範
記
』
仁
安
二
年
四
月
三
十

日
条
）

【
表
1
,
4
0】

・
「
世
間
械
」
（
『
百
錬
抄
』
寿
永
三
年
二
月
一
日
条
）

・
「
天
下
械
」
（
『
百
錬
抄
』
寿
永
三
年
二
月
九
日
条
）

【
表
1
,
4
1】

・
「
天
下
檬
」
（
『
石
清
水
八
幡
宮
文
書
之
五
宮
寺
縁
事
抄
御
神
楽
次
第
』
）

・
「
二
翌
家
乱
間
、
穏
及
戻
下
一
」
（
『
石
清
水
八
幡
宮
文
書
之
五
宮
寺
縁

事
抄
御
神
楽
次
第
』
）

・
「
世
間
又
械
気
」
（
『
石
清
水
八
幡
宮
文
書
之
五
宮
寺
縁
事
抄

第』）
・
「
件
機
及
二
天
下
＿
」
（
『
石
清
水
八
幡
宮
文
書
之
五

次
第
』
）

御
神
楽

と
い
う
よ
う
な
使
わ
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
見
る

限
り
で
は
、
機
が
拡
散
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
―
つ
の
記
事
に
対
し
て
、

「
天
下
」
と
「
世
間
」
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
無
く
、
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
【
表
1
,
2
】
で
は
『
小
右
記
』
、
【
表
1
I
7
】
、
【
表
1
,
1
7
】
【
表

1
1
1
9
】
【
表
1
I
2
1
】
【
表
1
I
2
6
】
【
表
1
1
2
8
】
で
は
『
中
右
記
』
、

【
表
1
_
4
0
】
で
は
『
百
錬
抄
』
と
、
同
一
の
記
録
の
中
で
「
天
下
」
と
「
世

間
」
が
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
「
天
下
」
と
「
世
間
」
の
表
現
が
記
録



者
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
。

唯
一
、
気
に
な
る
表
現
と
し
て
【
表
1
,
1
5
】
の
「
世
間
丙
機
満
天
下
＿
」

（
『
中
右
記
』
目
録
嘉
承
二
年
(
―

1
0七
）
一
月
三
十
日
条
）
と
い
う
表
現
が
あ

る
。
『
角
川
古
大
辟
典
』
に
お
け
る
「
天
下
」
と
い
う
単
語
に
内
裏
と
い
う
-
屁
昧
は

無
く
、
ま
た
④
の
天
皇
の
i

琵
昧
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
檬
が
天
皇
に
「
遍
満
」
や

「
満
」
と
い
う
表
現
は
な
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
し
、
史
料
を
当
た
っ
た
限
り
で
は
天

皇
一
人
が
触
積
と
な
っ
た
記
事
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
考
え
ら
れ

る
も
の
と
し
て
は
、
「
世
間
」
と
「
天
下
」
の
範
囲
の
違
い
、
つ
ま
り
「
世
間
」
よ

り
「
天
下
」
の
ほ
う
が
広
域
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
で
は
触
穣
の

記
事
に
お
け
る
「
世
間
」
「
天
下
」
と
は
、
ど
の
程
度
の
範
囲
を
指
す
も
の
で
あ
ろ

ヽ
~
゜

ろっカ
【
表
1
,
3
4
】
を
見
て
み
る
と
、
「
今
度
炎
上
、
焼
死
之
輩
已
多
、
其
穏
大

略
、
充
ー
ニ
満
京
中
一
、
」
（
『
玉
葉
』
安
元
三
年
(
-
―
七
七
）
五
月
二
日
条
）
、
「
死

人
已
満
頑
中
一
、
機
気
又
遍
二
天
下
一
云
々
、
」
（
『
玉
葉
』
安
元
三
年
(
-
―
七
七
）

五
月
二
日
条
）
と
、
機
が
京
中
に
充
満
し
て
い
る
こ
と
と
、
槻
気
が
天
下
に
遍
満

し
て
い
る
こ
と
が
同
じ
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
天
下
」
と
は
「
京
中
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
【
表
1
,
3
9
】
の
事
例
で
は
、
「
京
中
併
大
触

璽
（
『
中
臣
祐
重
已
寿
永
三
年
二
月
一
日
条
）
と
い
う
表
現
と
、
「
世
間
械
」
（
『
百

錬
抄
』
寿
永
三
年
二
月
一
日
条
）
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
『
百
錬
抄
』
は
平
安
時
代

に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
編
纂
に
お
い
て
貴
族
の
日
記
な
ど
の
諸
記
録
を
抜
粋
・
編
集
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
当
然
こ
の
記
事
も
、
日
記
な
ど
を
参
考
に
し
て
『
百
錬
抄
』
編
者
は

書
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
京
中
併
大
触
機
」
を
「
世
間
機
」
と
表
現
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
「
京
中
」
イ
コ
ー
ル
「
世
間
」
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
「
天
下
」
も
「
世
間
」
も
「
京
中
」
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
『
中
右
記
』
目
録
嘉
承
二
年
(
―

1
0七
）
一
月
三
十
日

条
の
「
世
間
丙
穏
満
戻
下
ー
」
と
い
う
表
現
は
、
穏
が
遍
満
し
て
い
る
様
子
を
「
世

間
」
と
「
天
下
」
を
使
っ
て
、
二
重
の
表
現
を
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
史
料
上
に
お
い
て
天
下
触
械
と
世
間
触
穣
に
掛
か
る
「
天
下
」

と
「
世
間
」
と
い
う
表
現
に
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
和
田
氏
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
な
天
下
触
積
と
世
間
触
穏
と
の
「
明
確
な
相
違
」
と
い
う
も
の

も
無
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
黒
田
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
下
触

穣
の
前
提
と
し
て
世
間
触
穣
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
無
い
。
そ
し
て
、

吉
田
氏
の
、
合
戦
穣
•
関
東
槻
の
み
が
天
下
触
機
の
起
源
と
し
て
い
る
と
い
う
考

え
は
、
完
全
な
誤
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
判
明
し
た
。

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
械
が
遍
満
し
て
い
る
様
子
を
表
す
も
の
と
し
て
の

「
天
下
」
と
「
世
間
」
は
同
一
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
降
、
世
間
触
穣

も
天
下
触
穏
も
一
括
し
て
「
天
下
触
積
」
と
表
現
し
、
「
天
下
」
「
世
間
」
に
機
が

遍
満
・
拡
散
し
て
い
る
状
態
を
指
す
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
天
下
触
穣
と
世
間
触
穣
を
分
け
て
使
用
す
る
場
合
は
世
間
触
槻
を
〈
世
間
触
械
〉

と
括
弧
を
付
け
て
表
現
し
た
い
と
思
う
。

前
節
で
は
〈
世
間
触
穣
〉
と
天
下
触
穣
が
異
な
る
概
念
の
も
の
で
は
な
く
、
同

一
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
天
下
触
積
と
〈
世

間
触
機
〉
の
成
立
に
つ
い
て
も
同
じ
起
源
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
だ

ろ
う
。
で
は
、
天
下
触
檬
は
い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本

第
二
節
天
下
触
械
の
起
源



節
で
は
天
下
触
穣
の
起
源
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
調
べ
た
限
り
に
お
い
て
は
、

天
下
触
機
の
初
出
は
、

【表
1
1
1】

一
日
、
己
未
、
依
二
世
間
械
一
、
不
レ
奉
二
例
ー
ニ
幣
賀
茂
＿
‘

（
『
小
右
記
』
正
暦
四
（
九
九
三
）
年
二
月
一
日
条
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
平
安
時
代
中
期
（
十
世
紀
末
）
で
あ
り
、
山
本
氏
が
述
べ
ら
れ

た
「
『
世
間
械
』
『
天
下
檬
』
『
天
下
触
械
』
と
い
っ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
古
代
末
か
ら
中
世
に
か
け
て
」
と
い
う
も
の
よ
り
遡
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
こ
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
i

混
昧
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
述
の
通
り
、
械
は
『
延
喜
式
』
に
よ
っ
て
規
定
が
明
文
化
さ
れ
て
か
ら
、
貴

族
層
の
な
か
で
械
に
対
す
る
音
蕃
t
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
『
小
右
記
』
に
お
い
て
、
先
に
も
挙
げ
た
【
表
1
1
1
】

正
暦
四
年
（
九
九
三
）
二
月
一
日
条
や
【
表
1
,
2
】
万
寿
二
年
八
月
四
日
、
七

日
、
士
二
日
条
の
天
下
触
械
（
世
間
触
機
）
と
同
様
に
、
穣
が
遍
満
・
拡
散
し
て

い
る
様
子
を
示
す
表
現
と
し
て
、
「
世
間
不
浄
」
（
『
同
』
天
元
五
年
（
七
八
二
）
ニ

月
一
八
日
条
）
、
「
内
府
穣
昨
日
入
上
父
二
摂
政
殿
ー
」
、
（
『
同
』
正
暦
四
年
（
九
九

三
）
四
月
一
日
条
）
、
「
上
達
部
悉
触
穣
」
（
『
同
』
万
寿
四
年

(
1
0二
七
）
十
二

月
九
日
条
）
、
「
機
相
交
」
（
『
同
』
万
寿
四
年

(
1
0二
七
）
十
二
月
十
四
日
条
）
、

「
機
遍
満
」
（
『
同
』
治
安
元
年

(
1
0ニ
―
)
十
一
月
二
十
三
日
条
）
な
ど
と
い

っ
た
表
現
が
出
て
く
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
岡
田
重
精
氏

(9)
は
「
触
穏
と

関
連
す
る
現
象
と
し
て
（
中
略
）
注
意
し
た
い
の
は
、
『
小
右
記
』
を
通
じ
て
「
穏

入
交
」
「
世
間
不
浄
」
「
穏
気
遍
満
」
な
ど
の
表
現
が
し
き
り
に
見
ら
れ
る
こ
と
で

前
章
で
は
、
天
下
触
機
の
起
源
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
本
章
で
は
具
体
的

に
天
下
触
機
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
発
生
す
る
も
の
な
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
見
て
い
き
た
い
。

天
下
触
穏
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
械
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
そ
の
機
が

ど
う
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
下
触
穣
の
契
機
と
な
る

穣
は
、
先
行
研
究
で
は
、
天
皇
・
上
皇
な
ど
社
会
的
地
位
が
高
い
人
物
の
死
檬
や
、

戦
乱
・
事
故
な
ど
の
大
量
死
に
よ
っ
て
生
じ
た
死
穣
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
そ
う
で
あ
る
の
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
【
表
1
】
の
「
契
機
」
を
参
考
に

見
て
み
た
い
。

社
会
的
地
位
の
高
い
人
物
の
死
に
よ
っ
て
発
生
し
た
死
穏
に
よ
る
天
下
触
穏

と
し
て
は
【
表
1
,
2
】
の
尚
侍
藤
原
嬉
子
、
【
表
1
,
1
1
】
の
女
御
藤
原
政
子
、

【表
1
,
3
7
】
の
平
清
盛
が
あ
り
、
ま
た
大
量
死
に
よ
っ
て
生
じ
た
天
下
触
穣

第
一
節

第
二
章

あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
が
示
す
の
は
、
何
よ
り
も
機
の
気
配
が
遍
満
し
そ
の
危
険
に

さ
ら
さ
れ
た
不
安
と
畏
怖
の
状
況
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
天
下
触
穣
に

つ
い
て
も
、
山
本
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
な
「
表
現
上
の
誇
張
」
と
い
っ
た
単
純

な
も
の
で
は
な
く
、
こ
う
い
っ
た
拡
大
す
る
檬
音
繭
t
‘
穣
に
対
す
る
恐
怖
の
中
か

ら
生
じ
た
観
念
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

天
下
触
械
の
契
機
・
認
定

天
下
触
機
の
契
機

七



の
例
と
し
て
は
、
【
表
1
,
7
】
の
檬
や
、
【
表
1
,
3
3
】
の
火
災
に
よ
っ
て
大

量
の
死
者
が
京
中
に
満
ち
た
こ
と
に
よ
る
も
の
、
【
表
1
,
3
5
】
の
東
大
寺
焼
き

討
ち
、
【
表
1
I
4
0
】
の
一
の
谷
の
合
戦
に
よ
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
【
表

1
】
全
体
に
お
け
る
平
安
時
代
の
天
下
触
機
の
契
機
と
し
て
は
少
数
で
あ
る
。
し

か
も
社
会
的
地
位
の
高
い
人
物
の
死
檬
の
中
に
天
皇
・
上
皇
の
死
機
は
存
在
し
な

い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
。
平
安
時
代
の
天
下
触
械
の
契
機
は
、
非
常
に
様
々
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例
が
人
の
死
機
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
【
表

1
,
2
5
】
の
事
例
は
犬
死
穏
で
あ
り
、
ま
た
、

【
表
1
,
2
8】

十
日
、
院
産
穣
遍
ー
ニ
満
天
下
一
、
今
日
已
満
了
、
御
体
御
卜
奏
、
中
宮
権
大

夫
参
仕
、
依
二
世
間
産
機

E
今
今
日
へ
於
二
陣
外
一
奏
云
々
、
但
依
二
先
例
一

見
外
記
會
ご
奏
案
一
、
後
内
侍
所
可
レ
奏
之
由
、
仰
外
記
一
、
上
卿
退
出
、

（
『
中
右
記
』
保
延
元
年
(
-
―
三
五
）
十
二
月
十
日
条
）

と
、
産
機
に
よ
っ
て
天
下
触
穏
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
【
表
1
,
4
】
【
表
1
,
7
】
【
表
1
,
1
4
】
【
表
1
,
1
7
】
【
表
1
,

1
9
】
【
表
1
,
2
0
】
【
表
1
I
2
2
】
【
表
1
,
2
5
】
【
表
1
,
2
8
】
【
表
1

I
4
2
】
の
よ
う
に
、
内
裏
や
天
皇
居
所
・
院
居
所
が
触
機
と
な
っ
て
天
下
触
槻

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
、
【
表
1
,
3
3
】
の
「
内
裡
、
院
中
為
レ
檬

者
、
已
天
下
一
同
槻
也
、
」
（
『
玉
葉
』
安
元
二
年
六
月
十
一
日
条
）
と
い
う
表
現
を

鷹
に
内
裏
・
院
の
稿
を
天
下
触
穣
す
る
考
え
が
あ
る
。

(10)
し
か
し
、
こ
れ

は
内
裏
や
天
皇
居
所
・
院
居
所
が
触
穣
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
動
的
に
天
下

触
機
と
な
る
訳
で
は
な
く
、

【
表
1
,
2
5】
壬

日

申

平
野
松
尾
社
本
常
麻
祭
等
皆
延
引
、
是
従
二
去
月
廿
七
日
一
院
中
犬
死
穣
出
来
、

人
々
不
レ
知
其
声
参
入
之
間
、
遍

T
満
天
下
一
之
故
也
、
件
檬
及
二
明
日
＿
‘

（
『
中
右
記
』
大
治
五
年
（
―
-
三

0
)
四
月
一
日
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、
触
穣
と
な
っ
て
い
る
院
居
所
に
人
々
が
参
入
し
た
結
果
、
参
入

し
た
人
々
も
ま
た
触
機
と
な
っ
て
、
処
々
に
械
を
拡
散
さ
せ
た
た
め
、
天
下
触
穣

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
甲
・
乙
．
丙
の
理
論
に
よ
る
檬
の
拡
散
に
つ
い
て
、

【
表
1
,
1
2】

「
丙
檬
満
天
下
ー
」
（
『
中
右
記
』
長
治
元
年
六
月
十
一
日
条
）

【
表
1
,
1
5】

「
近
日
世
間
丙
檬
遍
満
云
々
」
（
『
中
右
I

記
』
嘉
承
二
年
一
月
三
十
日
条
）

【
表
1
,
1
7】

「
近
日
天
下
丙
械
気
遍
満
」
（
『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
九
月
十
三
日
条
）

【
表
1
,
2
6】

「
世
間
丙
穣
」
（
『
中
右
記
』
長
承
元
年
二
月
十
一
日
条
、
二
月
十
五
日
条
）

と
、
そ
れ
ぞ
れ
丙
械
が
「
天
下
」
も
し
く
は
「
世
間
」
に
遍
満
し
て
い
る
と
い
う

表
現
が
あ
る
の
で
、
天
下
触
械
は
、
黒
田
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
な
甲
・
乙
．
丙

の
機
の
理
論
で
は
説
明
・
処
理
で
き
な
い
機
気
の
遍
満
状
態
と
い
う
も
の
で
は
な

ノ＼



第
二
節

天
晴
、
不
出
行
、
無
行
幸
、
世
間
有
穏
気
、
太
内
無
檬
気
、
雖

、
壬子、

十
一
日

然
猶
依
憚
、
無
中
院
行
幸
、
弁
不
参
欺
、

（
『
殿
暦
』
長
治
元
年
(
―

1
0四
）
六
月
十
一
日
条
）

と
、
世
間
に
機
が
あ
る
が
、
内
裏
に
は
械
が
な
い
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

内
裏
が
触
穣
で
な
い
場
合
に
お
い
て
も
天
下
触
機
と
さ
れ
る
。

天
下
触
穏
の
認
定

と
い
う
『
中
右
記
』
の
天
下
触
穣
の
記
述
に
対
し
、
同
日
条
の
霞
番
』
で
は
、

（
『
鸞
已
長
治
元
年
(
―

-
0四
）
六
月
十
一
日
条
）

く
、
天
下
触
穏
の
発
生
に
際
し
て
は
、
し
つ
か
り
甲
・
乙
．
丙
の
槻
の
理
論
は
存

在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
第
三
章
第
三
節
に
て
後
述
す
る
が
、
天
下
触
械
と
認
定
さ
れ
た
後
で

は
、
檬
の
個
別
閉
鎖
空
間
へ
の
展
転
を
防
ぐ
措
置
は
取
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
（
【
表
1
I
2
1
】)

そ
し
て
、

【表
1
1
1
2】

十
一
日
、
神
今
食
無
二
行
幸
一
、
是
法
勝
寺
尊
勝
寺
中
、
従
二
去
月
廿
九
日
一

下
僧
中
穣
引
ー
ニ
来
舟
日
槻
一
、
僧
侶
参
被
寺
一
之
間
、
丙
檬
満
天
下
一
之
故

也、

九

天
下
触
槻
の
認
定
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
和
田
氏
は
「
天

下
触
槻
と
認
定
さ
れ
て
い
る
状
況
は
、
認
定
の
後
の
神
事
延
引
の
宣
下
に
よ
っ
て

確
認
で
き
る
。
」
と
述
べ
、
そ
れ
が
つ
ま
り
天
下
触
檬
の
布
告
で
あ
る
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
つ
つ
、
認
定
の
様
子
が
わ
か
る
記
事
を
挙

げ
、
詳
し
く
見
て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
は
【
表
1
1
1
7
】
の
事
例
か
ら
見
て
み
た
い
。
こ
の
事
例
は
、
実
盛
宅

で
発
生
し
た
穏
が
院
居
所
な
ら
び
に
藤
原
忠
実
の
所
に
も
及
ん
だ
と
い
う
も
の
で

あ
る
が
、

【表
1
i
1
7】

九
日
、
壬
辰
、
顕
隆
来
、
為
耽
御
使
ー
天
下
機
気
事
也
、
件
機
左
衛
門
大
夫

実
盛
家
機
也
、
（
中
略
）
院
丙
穏
、
余
又
同
レ
之
、
世
間
同
有
二
此
疑
＿
‘

（
『
殿
暦
』
嘉
承
二
年
(
―

1
0七
）
九
月
九
日
条
）

藤
原
顕
隆
が
天
下
触
機
の
件
の
こ
と
で
、
院
の
使
い
と
し
て
藤
原
忠
実
の
許
に

派
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
、
白
河
院
に
よ
る
稿
の
決
定
段
階
か
ら
天
下
触
槻
の
認
識

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
天
下
触
檬
の
認
定
の
、
よ
り
詳
し
い
事
例
を
見
て
み
た
い
。

【表
1
1
2
1
】
①

四
日
、
癸
亥
、
天
晴
、
（
中
略
）
則
参
院
、
下
野
守
明
国
、
余
美
、
荘
下
向
之

間
、
左
衛
門
尉
為
義
郎
等
を
殺
害
、
例
件
明
国
即
京
上
、
例
所
々
皆
以
有
レ

積
、
然
者
件
沙
汰
也
、
民
部
卿
・
新
藤
中
納
言
・
別
嘗
・
修
理
権
大
夫
有
二

此
座
、
召
二
明
法
博
士
信
貞
一
、
被
レ
問
穣
之
由
へ
院
井
齋
院
両
所
云
々
、



又
凡
世
間
皆
触
機
云
々
、
防
諸
社
祭
・
新
嘗
祭
等
可
二
延
引
一
否
條
、
可
レ
被
レ

問
二
外
犀
之
由
、
同
仰
下
、
了
令
二
退
出
へ
余
同
退
出
、
明
日
主
上
可
渡
ニ

御
西
尉
也
、
依
レ
機
可
二
延
引
一
由
、
同
仰
下
了
、

（
『
殿
暦
』
天
永
二
年
(
-
―
―
-
）
＋
一
月
四
日
条
）

【表
1
,
2
1
】
の
事
例
は
、
源
明
国
が
源
為
義
の
郎
党

(11)
を
殺
害
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
穏
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
に
、
藤
原
忠

実
が
参
院
し
、
そ
の
他
、
源
俊
明
（
民
部
卿
）
•
藤
原
宗
忠
（
新
藤
中
納
言
）
・
源

能
俊
（
別
当
）
・
源
為
房
（
修
理
権
大
夫
）
が
集
ま
っ
た
。
そ
し
て
明
法
博
士
安
倍

信
貞
を
召
し
て
、
機
に
つ
い
て
問
う
た
と
こ
ろ
、
院
居
所
と
斎
院
の
両
所
が
触
穣

で
あ
り
、
ま
た
世
間
も
触
穣
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
法
博

士
が
天
下
触
機
の
決
定
の
場
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
そ
し
て
、

穏
の
決
定
に
は
摂
関
家
（
当
時
は
摂
政
•
藤
原
忠
実
）
他
、
数
人
の
貴
族
が
関
与

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、

【表
1
,
2
1
】
②

八
日
、
丁
卯
、
今
朝
参
院
、
明
国
機
猶
不
定
、
但
夜
検
非
違
使
大
夫
尉
盛
重
、

、
件
勃
被
レ
殺
舅

件
機
証
者
尋
取
云
々
件
被
殺
害
一
男
随
身
物
在
二
明
国
宅
一
欺
、

テ
コ
ゐ
な
り
、

其
由
見
也
、
大
略
穣
一
定
欺
、
召
二
法
家
細
炉
問
二
事
趣
一
、
余
此
間
退
出
、

申
剋
許
還
参
、
新
藤
中
納
言
・
別
嘗
・
修
理
権
大
夫
為
房
・
明
法
博
士
信
貞
・

民
部
卿
皆
申
二
檬
之
由
一
、
偲
仰
下
了
、

（
『
殿
暦
』
天
永
二
年
(
-
―
―
-
）
十
一
月
八
日
条
）

と
、
八
日
に
至
る
ま
で
、
機
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
検
非

違
使
が
殺
害
さ
れ
た
謹
身
の
所
持
品
を
明
国
宅
で
発
見
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
藤

原
忠
実
が
四
日
に
参
院
し
た
時
と
同
じ
人
々
と
余
議
の
結
果
、
機
で
あ
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
明
国
が
京
に
も
た
ら
し
た
機
が
正
式
に
定
め
ら
れ
た
こ
と

の
み
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
四
日
に
明
法
博
士
安
倍
信
貞
が
世
間
も
ま
た
触
穣

で
あ
る
こ
と
を
勘
申
し
て
い
る
の
で
、
機
の
決
定
と
同
時
に
、
天
下
触
槻
と
も
さ

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
「
仰
せ
下
す
」
と
い
う
尊
敬
の
表
現
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
主
体
は

白
河
院
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
【
表
1
I
2
6
】
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

【表
1
I
2
6】恐
欠

廿
＼
日
、
俄
神
人
頓
死
了
、
初
被
レ
問
雨
法
博
士
[
]
且
処

□

外
院
口

（
巴
ヵ
）
前
文
照

申
取
御
社
為
二
乙
所
へ
是
社
民
往
反
之
故
也
、
参
淘
社
一
之
人
為
ニ

（
而
力
）

丙
身
一
、
高
丙
身
人
行
向
之
処
不
レ
為
レ
機
之
由
、
前
日
議
定
了
、
依
レ

無
祉
間
腿
、
祈
念
・
大
原
野
祭
不
レ
可
二
延
引
一
、
於
二
春
日
祭
一
者
依
二
本

社
鼠
、
次
申
日
可
レ
行
之
由
沙
汰
了
、

犀
殿
下
＿
有
御
占
一
、
不
浄
者
、
猶
一
日
有
一
軒
廊
御
卜
「
社
事
不
信
不
浄

之
由
所
ニ
ト
申
一
也
、
社
司
時
盛
来
二
明
兼
許
面
型
此
穣
気
事
一
、
酒
殿
雖
レ
為

レ
穏
、
於
裔
盛
者
依
在
二
他
屋
、
不
レ
可
レ
為
レ
穣
之
由
答
了
、
仇
時
盛
昇
―

明
兼
宅
一
了
、
明
兼
隠
神
事
至
ぞ
一
所
夕
了
、
丙
機
遍
満
之
由
、
已
以
披
露
、

召
ー
ニ
問
明
菓
処
、
隠
社
事
一
参
院
旨
所
レ
申
也
、
明
法
博
士
明
兼
所
為
甚
不

便
也
、
於
レ
今
者
来
月
十
一
日
祈
念
・
大
原
野
祭
可
二
延
引
一
由
仰
下
了
者
、

春
日
祭
然
者
来
廿
二
日
申
日
可
レ
被
レ
行
也
、

（
『
鸞
記
』
天
承
二
年
（
長
承
元
年
、
一
―
―
-
）
一
月
廿
八
日
条
）

-
C
)
 



春
日
社
で
発
生
し
た
穣
に
つ
い
て
、
明
法
博
士
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
春
日
社
が

乙
穣
、
参
社
し
た
人
が
丙
穏
で
あ
る
た
め
、
丙
穣
の
人
が
行
く
と
こ
ろ
は
丁
穣
と

な
り
穣
と
な
ら
な
い
、
と
い
う
議
定
が
前
日
な
さ
れ
た
が
、
後
に
、
藤
原
忠
通
（
殿

下
）
が
御
占
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
不
浄
と
の
結
果
が
出
た
。
そ
こ
で
軒
廊
御
卜
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
春
日
社
が
不
浄
で
あ
る
と
の
結
果
が
出
た
の
で
、
調
べ
た
と
こ

ろ
、
社
司
大
中
臣
時
盛
が
明
法
博
士
中
原
明
兼
宅
に
赴
き
、
ま
た
明
兼
が
そ
の
こ

と
を
隠
し
て
所
々
に
参
っ
た
た
め
、
「
丙
槻
遍
満
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
と
い
う
記
事
だ
が
、
穣
が
拡
散
し
な
い
と
い
う
前
日
の
議
定
に
お
け
る

「
無
祗
間
鼠
」
と
い
う
状
況
が
後
に
「
丙
穣
遍
満
」
と
い
う
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
「
世
間
檬
」
イ
コ
ー
ル
「
丙
穣
遍
満
」
、
つ
ま
り
天
下
触
檬
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
後
に
「
世
間
丙
穣
」
「
世
間
穣
」
「
天
下
丙

機
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
に
お
い
て
も
穣
の
決
定
段
階
に

お
い
て
天
下
触
槻
の
認
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
【
表
1
,
3
4
】
の
事
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。

【表
1
_
3
4】

余
申
云
、
如
レ
被
二
仰
下
一
者
、
死
人
已
満
涼
中
へ
穣
気
又
遍
二
天
下
一
云
々

（
『
玉
葉
』
安
元
三
年
（
治
承
元
年
、
一
―
七
七
）
五
月
一
日
条
）

こ
れ
は
、
安
元
三
年
(
-
―
七
七
）
四
月
二
十
八
日
の
火
災

(
1
1
)
に
つ
い
て
、

蔵
人
勘
解
由
次
官
基
親
が
九
条
兼
実
に
意
見
を
尋
ね
る
記
事

(12)
で
あ
る
が
、

『
玉
葉
』
の
著
者
・
九
条
兼
実
に
「
仰
せ
下
す
」
こ
と
が
で
き
る
人
物
と
し
て
、

天
皇
・
院
（
当
時
は
高
倉
天
皇
・
後
白
河
院
）
も
し
く
は
摂
政
•
関
白
（
当
時
は

兼
実
の
兄
・
松
殿
基
房
が
関
白
）
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
事
例
に
お
い

て
も
、
天
下
触
穏
の
決
定
に
は
、
天
皇
・
院
も
し
く
は
摂
関
が
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
天
下
触
穏
と
し
な
い
事
例
と
し
て
、

一
日
、
乙
末
、
参
蔦
羽
殿
、
世
間
触
檬
不
芸
び
機
由
被
二
議
定
一
云
々
、

（
『
兵
範
記
』
仁
平
二
年
（
―
-
五
二
）
五
月
一
日
条
）

【表
1
_
4
1】

御
神
楽
事
、
申
二
殿
下
へ
可
尋
沙
汰
一
之
由
、
被
レ
仰
頭
弁
一
候
了
、
如

レ
此
事
、
殿
下
御
成
敗
候
也
、
定
長
雖
レ
為
職
事
へ
凡
無
其
暇
一
候
之
間
、

不
在
匹
参
入
一
、
俯
被
レ
仰
被
人
一
候
了
、
早
可
云
P
レ
尋
給
一
状
如
レ
件
、

二

月

四

日

右

衛

門

権

佐

定

長

寿
永
三
年
蔵
人
右
衛
門
権
佐
藤
原
定
長

追
伸

な
と

御
神
栗
事
、
只
可
レ
依
云
呂
寺
例
ー
候
、
諸
社
祭
依
レ
穏
延
引
了
、
近
衛

を

召
人
申
二
其
由
へ
尤
可
レ
然
事
欺
、
触
槻
之
翡
争
参
列
哉
、
供
米
事
、
早

可
下
令
二
相
佃
給
上
之
由
所
候
也
、

御
神
榮
事
、
召
人
等
触
天
下
穣
一
之
條
、
已
無
一
其
疑
一
、
然
者
延
引
又
勿
論

欺
、
穏
限
已
後
月
中
無
卯
日
御
神
栗
例
へ
雖
レ
不
二
分
明
へ
准
二
放
生
會
一

と
い
う
も
の
が
あ
る
。

続
い
て
『
石
清
水
文
書
之
五

い
る
文
書
の
中
に
、

宮
寺
縁
事
抄
御
神
楽
次
第
』
に
収
め
ら
れ
て



御
神
楽
事
、
世
間
又
積
気
不
便
候
、
不
レ
可
レ
触
二
今
度
穣
一
之
由
、
能
々
仰
遣

候
了
、
謬
テ
且
可
経
ー
ニ
廻
宮
寺
一
欺
之
由
、
只
今
も
又
申
遣
候
也
、
臨
時
祭

四
延
引
一
、
以
二
吉
日
面
石
被
レ
行
候
也
、
且
可
に
F
レ
存
二
其
旨
一
給
上
、
偲
執

達
如
件
、
寿

永

三

年

二

月

十

日

左

中

弁

光

雅

八
幡
別
嘗
法
印
御
房

（
『
石
清
水
文
書
之
五
宮
寺
縁
事
抄
御
神
楽
次
第
』
）

と
い
う
文
書
が
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
文
書
は
摂
政
・
近
衛
基
通
（
殿
下
）
の
命
を

受
け
て
、
蔵
人
頭
藤
原
光
雅
が
石
清
水
八
幡
宮
に
対
し
、
御
神
楽
の
延
引
を
指
示

し
た
御
教
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
蔵
人
頭
が
発
給
し
た
公
文
書

(
1
)
の

中
に
「
天
下
機
」
「
世
間
又
機
気
」
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
平
安
時
代
の
末
に
は
天
下
触
積
の
概
念
が
定
着
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も

考
え
ら
れ
る
。

謹
上

次
月
十
五
日
被
レ
行
之
條
、
来
月
卯
日
被
遂
行
一
可
宜
レ
敗
、
且
可
に
F
レ
存
二

其
旨
麟
E
、
重
又
可
レ
被
レ
仰
一
子
細
候
也
、
於
二
延
引
一
者
、
先
無
左
右
一

欺
、
偲
執
啓
如
件
、

寿

永

三

年

二

月

五

日

左

中

弁

光

雅

蔵
人
頭
左
中
弁
藤
原
光
雅

追
申悠
為
二
吉
日
一
、
殊
所
レ
被
二
仰
遮
也
、
抽
精
誠
、
可
反
F
二
祈
申
五
g
上、

喜
榮
、
准
薮
生
會
延
引
例
一
、
以
菜
月
卯
日
一
可
レ
繋
行
之
由
、
御
気

色
候
也
、
可
及

9
存
二
其
旨
弘
和
上
者
、

天
下
触
機
と
し
な
い
例
を
含
め
、
六
つ
の
事
例
を
挙
げ
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
事

例
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
天
下
触
穣
の
認
定
は
天
皇
・
院
と
と
も
に
、
摂
政
•
関

白
や
何
人
か
の
朝
臣
が
集
ま
り
、
「
議
定
」
と
い
う
形
で
審
議
を
行
い
（
陣
定
も
し

く
は
院
評
定
）
、
そ
の
審
議
に
は
明
法
博
士
が
深
く
関
わ
り
、
ま
た
卜
占
を
行
う
な

ど
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
議
定
の
結
果
は
天
皇
・
院
が
下
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
六
つ
の
事
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
状
況
が
異
な
る
た
め
、
一
概
に
そ
う
と

は
言
え
な
い
が
、
概
ね
こ
の
よ
う
に
決
定
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
は
、
檬
の
決
定
の
段
階
に
お
い
て
も
、
積
が

「
天
下
」
「
世
間
」
に
遍
満
し
て
い
る
、
つ
ま
り
天
下
触
機
で
あ
る
と
い
う
認
識
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
「
天
下
触
械
と
認
定
さ
れ
て
い
る
状
況
は
、
認
定
の
後
の
神
事
延
引
の

宣
下
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
」
と
す
る
和
田
氏
の
考
察
は
誤
り
で
あ
る
と
も
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
触
稿
の
決
定
段
階
で
は
、
必
ず
し
も
天
下
触
穏
と
認
識
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
は
【
表
1
,
4
】
の
事
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。
こ
れ
は
内

大
臣
藤
原
師
通
宅
に
小
児
の
五
体
不
具
機
が
あ
っ
た
の
を
、
家
中
の
人
々
が
知
ら

せ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
左
中
弁
為
房
が
参
入
し
、
さ
ら
に
内
裏
・
賀
陽
院
等
に

参
入
し
た
た
め
に
発
生
し
た
事
例
で
あ
る
。

【表
1
,
4
】
①

、
小
兒
頭
腰
胸
片
足
許
、

十
九
日
、
内
大
臣
殿
内
触
機
出
来
オ
レ
申
二
事
由
一
間
、
左

也
、
犬
所
為
云
々
、

少
辮
為
房
参
入
、
則
退
出
、
参
天
内
井
殿
下
賀
陽
院
一
、
後
自
二
彼
殿
細
5
1

二
露
此
由
一
、
但
件
為
房
取
二
棄
小
兒
一
之
後
参
入
、
初
為
二
乙
人
l‘

賀
陽
院
大

内
為
二
丙
所
一
、
召
二
明
法
博
士
国
任
被
問
之
処
一
、
已
為
二
五
体
不
足
七
ヶ
日
一



者
、
而
被
相
ー
ニ
尋
先
例
一
、
如
レ
此
已
有
其
体
一
時
、
舟
日
者
、
勿
可
レ
為
二
舟

日
鼠
之
由
被
二
仰
下
一
了
、
就
レ
中
上
皇
中
宮
御
精
進
間
、
事
於
レ
事
有
レ
憚
、

能
々
可
複
之
由
、
重
繋
仰
入
夕
了
、
又
廿
日
百
座
仁
王
會
、
井
廿
二
日

喜
嬰
籠
、
皆
直
延
引
一
由
撃
仰
下
一
了
、

（
『
中
右
記
』
寛
治
六
年

(
1
0九
二
）
五
月
十
九
日
条
）

【表
1
,
4
】
②

十
九
日
、
辛
丑
、
晴
、
（
中
略
）
巳
刻
許
東
方
築
下
有
死
人
へ
い
5
被
付
聞

時
、
已
申
剋
也
、

裏
書
、
家
中
人
々
未
二
言
上
ー
不
便
也
、
黄
昏
令
レ
申
レ
殿
、
御
返
事
云
々
、

他
如
レ
恒

旦
通
輔
l‘

□

‘
食
爽
触
機
之
声
云
々
、

（
『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
六
年

(
1
0九
二
）
五
月
十
九
日
条
）

【表
1
I
4
】
の
『
小
右
記
』
の
記
述
を
見
る
と
、
三
十
日
の
触
穏
が
定
め
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
ま
た
『
後
二
条
師
通
記
』
も
触
槻
で
あ
る
こ
と
を
奏
上
し

た
と
あ
る
だ
け
で
、
後
に
「
世
間
穣
」
（
『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
六
年

(
1
0九

二
）
五
月
二
十
二
日
条
）
、
「
天
下
大
穣
」
（
『
中
右
記
』
寛
治
六
年

(
1
0九
二
）

六
月
十
四
日
条
）
、
「
天
下
槻
気
」
（
『
中
右
記
』
寛
治
六
年

(
1
0九
二
）
六
月
十

八
日
条
）
と
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
『
中
右
記
』
『
後
二
条
師
通
記
』
共
に
機

の
認
定
時
に
は
天
下
触
檬
の
認
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
【
表
1
I
9
】
で
は
、

【表
1
,
9
】
①

七
日
、
（
中
略
）
二
条
殿
北
雑
舎
焼
亡
、
小
童
焼
死
、
穣
気
満
二
天
下
へ

（
『
中
右
記
』
目
録
康
和
二
年
(
―

1
0
0
)
二
月
七
日
条
）

と
い
う
、
『
中
右
記
』
の
記
述
に
対
し
、
『
殿
暦
』
で
は
、

【表
1
,
9
】
②

八
日
、
乙
巳
、
天
睛
、
夜
前
之
焼
亡
触
機
沙
汰
頻
侍
、
於
天
殿
云
I

二
明
法

博
士
国
任
・
輔
清
一
而
尋
問
、
相
分
申
云
々
、
雖
レ
然
輔
清
之
申
旨
有
ー
道
理
一

之
由
、
天
気
候
欺
、
例
彼
二
条
殿
昇
人
皆
甲
機
云
々
、
依
二
齋
月
一
極
恐
不
レ

少
、
夕
方
参
天
殿
一
、
暫
候
退
出
、
稼
事
未
レ
切
、

（
『
殿
暦
』
康
和
二
年
(
―
l

0
0
)
二
月
八
日
条
）

と
、
藤
原
師
実
（
大
殿
）
が
明
法
博
士
二
人
を
召
し
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
言
っ
た

が
、
明
法
博
士
中
原
資
清
の
意
見
に
道
理
が
あ
り
、
そ
れ
は
天
皇
の
-
昼
回
に
寄
る

も
の
で
あ
っ
た
の
で
二
条
殿
に
昇
っ
た
人
全
員
を
甲
穣
と
し
た
と
し
て
い
る
。
お

そ
ら
く
『
中
右
記
』
記
王
藤
原
宗
忠
は
、
二
条
殿
に
昇
っ
た
甲
檬
の
人
々
が
機
を

拡
散
さ
せ
る
た
め
、
「
穣
気
満
天
下
＿
」
と
記
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
穣
の
決
定
段

階
で
は
天
下
触
積
と
の
認
識
は
こ
の
事
例
で
も
な
い
。

【
表
1
_
2
0
ー
は
、
大
炊
殿
の
穣
が
院
居
所
ま
た
は
内
裏
に
及
ぶ
ま
で
の
経
緯

を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

【
表
1
_
2
0
】
①

十
一
日
、
壬
寅
、
（
中
略
）
今
日
申
時
許
、
大
炊
殿
内
下
女
頓
死
、
但
馬
守
家

保
、
依
二
院
仰
参
ー
ニ
入
件
所
一
、
不
レ
知
二
案
内
ー
参
院
了
、
経
忠
朝
臣
為
二
御

偲
又
参
内
了
、
件
檬
遍
ー
ニ
満
天
下
一
、
雖
レ
然
参
二
神
今
食
一
人
々
、
未
レ
穣



（
『
殿
暦
』
永
久
五
年
(
-
―
―
七
）
一
月
二
十
八
日
条
）

之
間
被
レ
行
了
、
是
又
先
例
云
々
、

（
『
中
右
記
』
天
永
二
年
(
-
―
―
-
)
六
月
十
一
日
条
）

【表
1
,
2
0
】
②

十
一
日
、
壬
寅
、
（
中
略
）
従
レ
院
被
レ
仰
云
、
大
炊
殿
有
融
機
三
十
日
[

件
所
に
人
遣
、
件
人
昇
院
、
即
時
頭
弁
参
院
井
内
、
俯
内
裏
有
械
、
又
神
今

食
被
レ
行
否
之
條
、
被
レ
尋
免
例
へ
而
先
例
有
被
レ
行
例
ー
、
又
被
レ
止
例

又
同
、
俯
今
夜
被
レ
行
云
々
、

（
霞
暦
』
天
永
二
年
(
-
―
―
-
）
六
月
十
一
日
条
）

『
殿
暦
』
で
は
院
の
仰
せ
と
し
て
大
炊
殿
の
三
十
日
の
穣
が
院
居
所
ま
た
は
内
裏

に
触
れ
た
と
だ
け
記
述
し
て
お
り
、
『
中
右
記
』
の
よ
う
に
そ
の
穣
が
天
下
に
遍
満

し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
問
題
に
し
て
い
な
い
。

続
い
て
【
表
1
I
2
3
】
を
見
て
み
た
い
。

【表
1
I
2
3】

廿
八
日
、
丁
巳
、
不
二
出
行
へ
裏
、
自
レ
院
被
レ
仰
云
、
有
一
八
幡
之
触
穏
へ

流
産
云
々
、

舟

日

、

白
河
院
が
石
清
水
八
幡
宮
の
稿
に
つ
い
て
忠
実
に
仰
せ
下
し
た
が
、
天
下
触
穏
の

認
定
で
は
な
く
、
後
に
忠
実
が
、
「
天
下
稿
」
（
『
殿
暦
』
永
久
五
年
(
-
―
―
七
）

一
月
二
十
八
日
条
）
と
記
述
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

【表
1
I
2
9
】
の
事
例
で
は
、
『
兵
範
記
』
仁
平
四
年
（
―
-
五
一
）
四
月
二
十

日
条
に
、

【表
1
I
2
9
】
①

、
満舟、

廿
一
日
、
癸
卯
、
天
下
積
気
今
日
以
後
不
レ
可
レ
有
云
々

(
『
兵
範
記
』
仁
平
四
年
（
―
-
五
一
）
四
月
二
十
日
条
）

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
機
が
認
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
記
事
に
お
い
て
は
、

【表
1
I
2
9
】
②

一
日
、
癸
未
、
天
睛
、
於
二
内
裏
玉
E

二
槻
気
沙
汰
一
云
々
、

死
去
、

故
官
旨
堂
即
彼

祠
堂
近
邊
也
、

去
月
廿
二
日
、
法
性
寺
殿
下
御
堂
承
仕
妻
、
於
二
寄
宿
所

其
触
穏
来
法
性
寺
殿
事
也
、
召
二
承
仕
井
引
具
河
原
法
師
等
一
、
於
二
使
庁
一

勘
二
問
道
博
士
右
門
志
業
倫
へ
勘
_
二
申
穣
甲
乙
次
第
云
々
、
遂
被
レ
定
二

舟
日
腿
了
、
明
日
平
野
祭
井
諸
社
賀
茂
祭
等
、
被
レ
仰
司
レ
延
由
一
云
々
、

殿
下
不
レ
知
ー
ニ
食
機
事
へ
去
廿
三
日
自
二
法
性
寺
殿
一
令
二
参
内
一
了
、
防
禁

中
触
穏
也
、

（
『
兵
範
記
』
仁
平
四
年
（
―
-
五
一
）
四
月
一
日
条
）

と
、
あ
く
ま
で
内
裏
の
穣
が
認
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
天
下
触
械
の
認
定
が
な

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
【
表
1
,
4
】
【
表
1
,
9
】
【
表
1
,
2
0
】
【
表
1
,
2
3
】

【表
1
,
2
9
】
の
事
例
で
は
、
『
後
二
条
師
通
記
』
『
殿
暦
』
『
中
右
記
』
『
兵
範

記
』
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
主
が
天
下
に
穏
が
遍
満
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
な

が
ら
も
、
穣
の
認
定
段
階
に
お
い
て
は
天
下
触
機
と
表
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

一四



第
一
節

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
天
下
触
穏
が
あ
る
一
定
の
時
期
に
、
突
如
と
し

て
成
立
し
た
概
念
で
は
な
く
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
拡
大
し
て
い
っ
た
穣
意

識
の
中
で
、
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
(
1
4
)
。

第
三
章

天
下
触
織
の
影
響

本
章
で
は
天
下
触
機
と
な
っ
た
後
の
影
響
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

黒
田
氏
に
よ
れ
ば
、
天
下
触
穏
期
間
中
は
朝
廷
に
よ
る
諸
行
事
と
京
都
を
中
心
と

し
た
神
社
の
祭
礼
が
停
止
あ
る
い
は
延
引
と
な
る
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
行
事
が
、
そ
し
て
神
社
が
そ
の
対
象
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

諸
社
祭
の
延
引
・
停
止

天
下
触
機
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
神
社
が
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
【
表
1
】
の
「
影
響
」
の
欄
を
参
考
に
見
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
の
表
に
よ
れ

ば
、
伊
勢
奉
幣
・
祇
園
御
霊
会
・
春
日
祭
・
平
岡
祭
・
率
川
祭
・
大
原
野
祭
・
石

清
水
臨
時
祭
・
大
神
祭
・
平
尾
祭
・
松
尾
祭
・
杜
本
祭
・
嘗
麻
祭
・
梅
宮
祭
・
吉

田
祭
・
賀
茂
祭
・
日
吉
祭
・
中
山
祭
・
廣
瀬
祭
・
龍
田
祭
・
北
野
祭
・
石
清
水
放

生
会
・
齋
院
相
嘗
（
順
不
同
）
な
ど
の
祭
礼
が
延
引
な
い
し
停
止
と
な
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
黒
田
氏
は
鎌
倉
時
代
以
降
の
天
下
触
械
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、
平

安
時
代
の
天
下
触
穏
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
が
問
題
に
な

る
が
、
ど
う
や
ら
同
じ
よ
う
な
影
響
が
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
で
は
こ
れ
ら
の

一五

（
『
中
右
記
』
寛
治
七
年

(
1
0九
三
）
十
一
月
二
十
六
日
条
）

【表
1
l
5
】
②

六
日
、
雖
レ
可
レ
有
臨
時
奉
幣
へ
已
延
引
、
是
賀
茂
社
触
穏
出
来
、
仇
遍
満

天
下
云
々
、

神
社
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
神
社
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
祭
礼
を
行
う
神
社
は
概
ね
二
十
二
社
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
属
し
て

い
る
。
二
十
二
社
と
は
、
大
小
神
社
の
首
班
に
位
置
し
、
国
家
の
重
大
事
、
天
変

地
異
に
奉
幣
使
を
立
て
た
神
社
で
あ
る
。
ま
た
逆
穏
か
ら
ま
ず
守
ら
れ
る
べ
き
存

在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
二
十
二
社
の
奉
幣
が
延
引
に
な
っ
た
事
例
と
し
て
、
【
表
1
,
5
一
の

【表
1
_
5
】
①

廿
六
日
、
庚
子
、
（
中
略
）
中
宮
大
夫
参
社
座
一
、
被
レ
奏
臨
時
廿
二
社
奉

幣
日
時
一
、
来
月
六
日
者
、
行
事
権
辣
基
綱
、

（
『
鸞
已
寛
治
七
年

(
1
0九
三
）
＋
一
月
二
士
ハ
日
条
）

と
い
う
記
述
か
ら
確
認
で
き
る
。

た
だ
し
、
二
十
二
社
と
さ
れ
る
神
社
の
全
て
が
そ
の
対
象
と
な
る
わ
け
で
は
な

い
。
石
上
神
社
・
大
和
神
社
・
住
吉
神
社
・
貰
船
神
社
・
丹
生
川
上
神
社
は
個
別

の
神
社
で
は
天
下
触
穣
の
影
響
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。
貴
船
神
社
と
丹
生
川

上
は
「
祈
雨
の
社
」
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
た
め

(
1
)
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

詳
し
い
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
【
表
1
I
5
】
の
事
例
で
は
、
全
国
八
幡
宮

の
総
本
社
で
あ
る
宇
佐
使
例
幣
が
延
引
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
二
十
二
社
以
外
の



重
要
な
神
社
に
も
、
そ
の
影
響
が
及
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

祭
礼
の
延
引
・
停
止
の
他
に
神
社
側
で
は
、
ど
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
時
代
が
か
な
り
下
る
が
、
『
北
野
社
家
日
記
』
の
中
に
、

二
十
八
日
、
女
院
御
他
界
之
間
、
可
レ
為
二
天
下
触
械
一
哉
由
、
吉
田
神
主
方

ヘ
尋
遣
之
処
、
定
法
可
レ
為
二
天
下
触
檬
一
、
未
レ
被
二
仰
出
一
之
由
申
間
、
両
日

御
戸
開
在
レ
之
、
賀
茂
競
馬
在
レ
之
、

（
『
北
野
社
家
日
記
』
長
享
二
年
(
-
四
八
九
）
四
月
二
十
八
日
条
）

十
七
日
、
天
気
晴
、
例
自
二
松
田
野
馬
守
方
一
、
伊
勢
右
京
亮
方
被
レ
申
由
在
レ

之
、
初
今
度
天
下
触
穣
之
間
、
毎
月
三
ヶ
日
参
詣
事
、
不
レ
可
レ
叶
哉
之
由
被

レ
申
レ
之
、
返
答
云
、
往
古
者
、
鳥
居
迄
参
詣
勿
論
欺
候
、
但
今
事
者
、
諸
参

詣
人
社
内
参
候
間
不
レ
可
レ
苦
候
哉
、
宜
レ
為
二
御
随
意
一
由
返
答
在
レ
之
、
為
―

後
證
五
芦
之
、（
『
北
野
社
家
日
記
』
長
享
二
年
(
-
四
八
九
）
五
月
十
七
日
条
）

朔
日
、
（
中
略
）
已
往
者
天
下
触
機
之
時
者
、
参
詣
人
社
中
二
不
レ
入
之
由
見

也
、
今
時
節
儀
者
、
中
々
不
レ
及
二
是
非
一
次
第
也
、
但
又
近
年
無
比
沙
汰
一

云
々
、
（
『
北
野
社
家
日
記
』
長
享
三
年
（
延
徳
元
年
、

一
四
八
九
）
四
月
一
日
条
）

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
鳥
居
ま
で
は
参
詣
す
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
中
に
入
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
「
往
古
」
や
「
已
往
」
が
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
か
判
断
で
き
る
も
の
は
な
い
の
で
、

第
二
節
宮
中
に
お
け
る
諸
行
事
の
延
引
・
停
止

参
考
程
度
に
留
め
て
お
く
。

な
お
、
こ
れ
ら
祭
礼
の
停
止
は
、
第
二
章
第
二
節
に
も
挙
げ
た
【
表
1
,
4
1
】

の
事
例
の
よ
う
な
、
蔵
人
を
通
す
形
で
伝
達
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

前
節
で
は
、
神
社
に
お
け
る
影
響
を
見
て
き
た
。
本
節
で
は
宮
中
に
お
け
る
諸

行
事
の
延
引
・
停
止
に
つ
い
て
、
前
節
と
同
じ
く
【
表
1
】
の
「
影
響
」
の
欄
を

参
考
に
見
て
み
た
い
と
思
う
。

宮
中
に
お
け
る
諸
行
事
と
し
て
、
釈
莫
・
仁
王
会
・
祈
年
祭
・
祈
年
穀
奉
幣
・

園
韓
神
祭
・
月
次
祭
・
神
今
食
・
新
嘗
祭
•
四
方
拝
・
御
燈
・
日
吉
御
幸
・
鎮
魂

祭
（
順
不
同
）
と
い
う
よ
う
な
祭
礼
・
行
事
が
延
引
も
し
く
は
停
止
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
祈
年
祭
・
六
月
・
十
二
月
月
次
祭
・
新
嘗
祭
は
四
箇
祭
と
呼
ば
れ
、
も

っ
と
も
重
儀
と
さ
れ
た

(16)
。
祈
年
祭
は
官
社
・
宮
中
の
諸
神
へ
王
権
の
安
泰
、

社
会
の
安
寧
、
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
請
す
る
た
め
、
月
次
祭
は
天
皇
と
朝
廷
の
安

穏
と
治
世
の
長
久
を
祈
願
し
、
あ
わ
せ
て
天
皇
の
供
御
に
奉
仕
す
る
諸
神
に
感
謝

す
る
も
の
と
し
て
、
新
嘗
祭
も
月
次
祭
の
神
今
食
と
同
じ
く
、
天
皇
が
五
穀
の
新

穀
を
天
神
地
祇
に
勧
め
、
ま
た
、
自
ら
も
こ
れ
を
食
し
て
、
そ
の
年
の
収
穫
を
感

皐
る
祭
儀
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
四
箇
祭
は
、
朝
廷
や
天
皇
の
安
泰
に
深
く

関
わ
っ
た
祭
礼
で
あ
る
(
1
)
。
つ
ま
り
、
宮
中
に
お
け
る
諸
行
事
の
場
合
に
お
い

て
も
、
天
下
触
穣
は
重
要
な
祭
礼
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
釈
莫
と
は
、
毎
年
二
月
・
八
月
の
上
丁
の
日
に
孔
子
及
び
そ
の
弟
子
た

ち
を
祭
る
儒
教
儀
式
で
あ
り
、
仁
王
会
と
は
、
護
国
経
典
で
あ
る
仏
説
仁
王
般
若

波
羅
密
経
、
も
し
く
は
仁
王
護
国
般
若
波
羅
密
多
経
を
講
説
す
る
国
家
的
な
仏
教

． 
/'  



法
会
で
あ
る
。
元
来
、
機
と
は
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
社
会
・
自
然
の
秩
序
を
乱

す
も
の
が
槻
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が

(18)
、
釈
莫
は
儒
教
、
そ
し
て
仁

王
会
は
仏
教
的
な
行
事
で
あ
り
、
天
皇
・
神
と
い
っ
た
も
の
と
は
関
係
の
無
い
は

ず
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
行
事
に
も
影
響
を
及
ぽ
す
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
社
お
よ
び
宮
中
で
の
祭
礼
の
延
引
・
停
止
時
に
お
い
て
は
、

貴
族
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

【表
1
I
7
】
①

士
ハ
日
、
丙
午
、
天
陰
雨
下
、
（
中
略
）
依
レ
例
雖
レ
可
レ
有
石
清
水
臨
時
祭
へ

翠
去
九
月
至
二
来
月
七
日
一
穣
気
、
止
レ
之
、
件
檬
元
者
、
去
七
日
住
吉
社

神
主
津
守
国
基
建
立
大
伽
藍
、
請
前
権
少
僧
都
慶
朝
、
遂
供
養
之
間
、
当

国
他
国
結
縁
之
輩
数
千
成
レ
市
、
男
女
並
レ
肩
、
禅
庭
無
レ
隙
、
俯
為
レ
遂
二
法

会
打
仏
之
間
、
老
少
男
女
数
十
人
、
自
レ
入
二
池
水
一
夭
亡
了
、
其
後
不
レ
知
二

案
四
請
僧
楽
人
、
同
九
日
参
＿
禁
中
一
也
、
凡
天
下
人
々
多
レ
以
二
触
槻
一
、
例

被
レ
止
臨
時
祭
一
了
、
偲
当
番
供
膳
、
入
レ
夜
退
出
、

（
『
中
右
記
』
嘉
保
三
年
（
永
長
元
年
‘
1
0
九
六
）
三
月
十
六
日
条
）

こ
の
よ
う
に
天
下
触
機
に
よ
っ
て
石
清
水
臨
時
祭
が
停
止
に
な
っ
た
た
め
、
臨
時

祭
の
当
番
供
膳
も
夜
に
な
っ
て
退
出
し
て
お
り
、
ま
た
、

【表
1
,
8】

十
日
、
（
中
略
）
又
来
十
五
日
八
幡
放
生
会
、
付
二
彼
寺
家
面
五
打
由
所
レ
被
二

仰
下
一
也
、
世
間
機
気
遍
満
、
例
公
卿
・
諸
衛
・
内
蔵
寮
官
幣
井
左
右
近
衛

相
撲
凡
供
奉
諸
司
不
レ
参
レ
供
云
々
、

第
三
節
貴
族
層
に
お
け
る
天
下
触
穣
に
対
す
る
認
識

一七

同
じ
く
天
下
触
穣
に
よ
っ
て
、
八
幡
放
生
会
が
石
清
水
八
幡
宮
で
は
な
く
、
八
幡

宮
の
寺
家
（
護
国
寺
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
本
来
そ
れ
に
参
加
す
る
は
ず

で
あ
っ
た
公
卿
や
諸
衛
そ
の
他
の
面
々
も
参
加
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
天
下
触
機
に
よ
っ
て
、
諸
社
・
宮
中
の
祭
礼
が
停
止
さ
れ
る
に
伴

い
、
そ
れ
ら
の
行
事
に
参
加
す
る
貴
族
た
ち
も
ま
た
、
そ
れ
ら
祭
礼
に
参
加
で
き

な
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
仮
に
本
来
の
形
式
で
は
な
い
方
法
で
祭
礼
が

行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
行
事
に
参
加
す
る
の
が
憚
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る。
次
に
、
貴
族
層
が
天
下
触
槻
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
、

ま
た
貴
族
層
の
日
常
生
活
に
ど
う
よ
う
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
た
の
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

【表
1
I
2
4
】
①

十
七
日
、
癸
未
、
天
睛
、
少
納
言
忠
宗
来
、
自
二
昨
日
ー
天
下
有
レ
機
、
尊
勝

寺
法
華
堂
下
有
死
人
へ
其
体
僧
形
、
数
日
爛
壊
、
久
住
者
驚
二
其
香
気
＿
‘

犀
上
座
法
橋
信
縁
一
、
々
々
実
験
奏
ー
ニ
聞
院
一
、
法
勝
最
勝
寺
供
養
等
往
反

之
間
、
何
処
不
レ
檬
乎
、
此
中
去
六
日
有
二
知
恩
気
人
一
者
、
召
二
法
家
博
士
等

＿
、
信
貞
申
云
、
死
人
自
二
取
棄
之
日
百
~
レ
員
一
日
数
一
者
、
明
兼
申
云
、
自
ニ

香
気
日
一
舟
日
可
レ
積
者
、
大
略
付
二
此
議
細
竺
仰
下
一
了
、
（
後
略
）

（
『
鷹
記
』
永
長
元
年
(
1
0
九
六
）
八
月
十
日
条
）



こ
の
事
例
は
、
尊
勝
寺
法
華
堂
下
で
僧
侶
の
格
好
を
し
た
腐
乱
死
体
が
発
見
さ

れ
た
が
、
そ
の
場
所
は
法
勝
寺
•
最
勝
寺
の
供
僧
な
ど
が
頻
繁
に
往
来
し
て
い
た

場
所
で
あ
っ
た
た
め
、
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
天
下
触
積
と
認
定
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
。

天
下
触
穣
の
認
定
期
間
を
い
つ
か
ら
始
め
る
の
か
、
明
法
博
士
の
間
で
も
死
体
を

除
去
し
た
段
階
な
の
か
、
死
臭
が
確
認
さ
れ
た
段
階
な
の
か
意
見
が
分
か
れ
た
も

の
の
、
最
終
的
に
は
死
臭
が
確
認
さ
れ
た
段
階
に
て
決
定
し
、
三
月
十
六
日
よ
り

天
下
触
穣
と
さ
れ
た
。
当
事
例
に
お
い
て
も
、
第
二
章
第
二
節
に
て
述
べ
た
よ
う

に
、
明
法
博
士
へ
の
諮
問
の
後
、
天
皇
・
院
が
天
下
触
穣
の
認
定
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、

【表
1
1
2
4
】
②

十
九
日
、
乙
酉
、
参
院
、
今
夕
可
レ
奏
二
代
一
度
仁
王
会
巻
数
ー
、
而
穣
気

条
如
何
、
付
二
忠
能
品
竺
御
気
色
一
、
内
裏
又
触
積
、
不
レ
可
レ
有
レ
憚
者
、
馳

ー
ニ
参
内
裏
、
土
御
門
‘
（
後
略
）

（
『
永
昌
記
』
大
治
元
年
(
-
―
二
六
）
三
月
十
九
日
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、
『
永
昌
記
』
の
記
主
藤
原
為
隆
は
、
仁
王
会
の
件
で
、
参
内
す
る

必
要
が
あ
っ
た
も
の
の
、
天
下
触
穣
の
期
間
中
に
つ
き
、
参
内
の
可
否
を
崇
徳
天

皇
に
確
認
し
、
内
裏
も
ま
た
触
機
で
あ
る
か
ら
憚
り
は
な
い
と
の
回
答
を
得
た
後

に
参
内
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
藤
原
為
隆
自
身
は
尊
勝
寺
法
華
堂
か
ら
発
生
し
た

穣
の
件
は
伝
え
聞
い
て
知
っ
た
事
件
で
あ
っ
た
た
め
、
直
接
穣
に
は
触
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
天
下
触
械
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
為
隆
自
身
が
直
接
触
穣
し
た

（
『
永
昌
記
』
大
治
元
年
(
-
―
二
六
）
三
月
十
七
日
条
）

【表
1
,
2
4
】
③

廿
日
、
己
丑
、
参
院
、
入
レ
夜
帰
三
条
一
、
中
将
自
二
八
幡
一
帰
洛
、
被
レ
遂
二

百
度
詣
、
天
下
穣
気
不
レ
知
、
何
‘
為
、

（
『
永
昌
記
』
大
治
元
年
(
-
―
二
六
）
三
月
二
十
三
日
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、
天
下
触
穏
の
期
間
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
知
ら

ず
に
石
清
水
八
幡
へ
の
百
度
詣
を
遂
げ
た
中
将
に
対
し
て
も
、
触
檬
し
た
人
物
と

同
様
に
神
事
を
慎
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
か
の
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
下
触
機
と
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
直
接
発
生
源
と
な
っ

た
機
に
触
れ
て
い
な
く
と
も
、
触
穏
中
と
同
様
な
音
繭
t

を
持
っ
て
行
動
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る

(
1
)
。

し
か
し
、
【
表
1
1
2
4
】
の
事
例
は
、
内
裏
へ
の
参
内
や
神
社
へ
の
参
詣
へ
の

憚
り
は
読
み
取
れ
る
も
の
の
そ
れ
以
外
の
面
、
つ
ま
り
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
記
述
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
先

に
挙
げ
た
【
表
1
,
7
】
の
事
例
で
あ
る
が
、

1
0九
六
）
四
月
一
日
条
）

【表
1
,
7
】
②

一
日
、
庚
申
、
（
中
略
）
今
日
平
野
祭
・
松
尾
・
当
麻
•
森
本
等
祭
依
二
世
間

従
二
去
月
七
日
ー
及

穣
気
延
引
‘
、
次
申
日
可
レ
行
之
由
前
日
左
大
臣
宣
下
、
右
小
弁

二
今
月
七
日
—

時
範
仰
下
也
、
供
膳
宿
侍
、

（
『
中
右
記
』
嘉
保
三
年
（
永
長
元
年
、

か
の
よ
う
な
音
繭
t

を
持
っ
て
行
動
し
て
い
る
。
ま
た
、

一八



【表
1
,
7
】
③

四
日
、
広
瀬
・
龍
田
祭
、
依
二
世
械
気
一
延
引
、
後
吉
日
可
レ
行
者
、
早
旦
参

内
、
次
一
条
殿
井
大
納
言
殿
、
晩
頭
帰
レ
家
、
従
レ
内
有
レ
召
、
則
参
内
宿
侍
、

（
『
鷹
記
』
嘉
保
三
年
（
永
長
元
年
、
一
〇
九
六
）
四
月
四
日
条
）

と
い
う
よ
う
に
、
【
表
1
I
7
】
①
に
お
い
て
、
三
月
六
日
に
発
生
し
た
機
が
禁
中

に
及
ん
だ
た
め
に
、
天
下
触
機
と
な
っ
た
と
記
述
し
て
お
り
、
【
表
1
,
7
】
②
で

は
、
三
月
六
日
か
ら
四
月
七
日
ま
で
が
天
下
触
穣
の
期
間
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
【
表
1
I
7
】
③
で
は
、
『
中
右
記
』
記
主
藤
原
宗
忠
は
、
天
下
触
穣
期
間

中
の
四
月
四
日
に
参
内
し
、
か
つ
一
条
殿
や
大
納
言
殿
（
源
経
信
）
の
も
と
を
訪

れ
て
い
る
。

【表
1
I
2
4
】
の
事
例
は
藤
原
為
隆
が
内
襄
の
触
穣
の
有
無
を
知
ら
な
か
っ

た
ゆ
え
に
、
天
皇
に
確
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
【
表
1
I
7
】
の
事
例
で
は
、
す
で

に
藤
原
宗
忠
は
【
表
1
I
7
】
①
の
段
階
で
内
裏
が
触
機
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
た
め
、
憚
る
こ
と
な
く
参
内
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

宗
忠
が
一
条
殿
や
大
納
言
殿
の
も
と
を
訪
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
記
事
を
見
て
い
き
た
い
。

【表
1
l
2
1】

十
九
日
、
戌
寅
、
（
中
略
）
伊
勢
遷
宮
事
雖
奉
行
一
、
依
二
天
下
之
槻
へ
此

間
不
レ
立
レ
札
、

（
『
永
昌
記
』
天
永
二
年
(
-
―
―
-
）
十
一
月
十
九
日
条
）

と
、
個
別
閉
鎖
空
間
へ
の
積
の
展
転
を
防
ぐ
た
め
に
立
て
ら
れ
た
「
触
械
札
」

(20)

が
天
下
触
機
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
天

第
四
節
槻
と
天
下
触
機

一九

下
触
機
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
機
の
展
転
の
阻
止
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
無

ギ
屈
昧
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

(21)
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
天
下
触
穣
期
間
に
お
い
て
は
、
祭
礼
の
延
引
・
停
止
、
場

合
に
よ
っ
て
は
参
内
の
可
否
と
い
う
点
が
問
題
に
な
り
、
通
常
の
機
で
は
特
に
注

意
を
払
う
べ
き
機
の
展
転
に
つ
い
て
は
問
題
に
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か

った。前
節
で
挙
げ
た
点
を
踏
ま
え
て
、
本
節
で
は
天
下
触
機
と
通
常
の
穏
と
の
間
に
、

ど
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

そ
の
点
を
考
え
る
前
に
ま
ず
、
な
ぜ
檬
が
恐
れ
ら
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
改
め
て
見
て
み
た
い
。
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
の
部
分
で
も
触
れ
て
い
る
が
、

機
と
な
る
事
象
で
あ
る
死
穏
、
産
穣
、
獣
の
死
穣
・
産
穣
、
失
火
穏
な
ど
と
い
う

も
の
は
、
神
お
よ
び
天
を
中
心
と
す
る
「
秩
序
」
（
「
秩
序
」
と
は
人
間
社
会
と
そ

れ
を
取
り
巻
く
周
囲
の
自
然
と
と
も
に
形
成
し
、
人
間
社
会
と
自
然
界
と
を
貫
通

し
て
い
る
、
人
間
社
会
を
取
り
巻
く
前
環
境
に
お
け
る
安
定
し
た
事
物
の
状
態
）

を
乱
す
よ
う
な
事
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
秩
序
を
乱
す
事
象
、

つ
ま
り
檬
を
神
が
嫌
う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
機
と
は
神
・
そ
し
て
秩
序

そ
の
も
の
に
対
す
る
敵
対
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
、
そ
し
て
神

を
祀
る
人
間
社
会
の
代
表
で
あ
る
天
皇
は
穏
を
忌
避
す
べ
き
存
在
と
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
神
社
と
内
裏
が
特
に
機
に
対
し
て
注
意
を
必
要
と
さ
れ
る
空
間
で
あ
っ

た

(22)
。
そ
の
た
め
に
、
貴
族
層
の
人
々
は
自
宅
（
塀
や
壁
に
よ
っ
て
囲
わ
れ

た
個
別
閉
鎖
空
間
）
を
械
と
さ
せ
な
い
た
め
に
、
死
ぬ
間
際
の
人
物
を
家
か
ら
追



い
出
し
た
り
(
2
3
)
、
触
槻
札
を
立
て
る
な
ど
の
対
策
を
取
る
こ
と
で
、
械
の
遍

満
を
防
ご
う
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
天
下
触
穣
と
い
う
状
態
で
は
、
穣
が
遍
満
し
た
状
態
で
あ
り
、
そ
の

空
間
的
な
規
模
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
穣
か
ら
守
る
べ
き
内
裏
や
神
社
に
ま
で
影

響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
も
は
や
貴
族
層
が
機
の
遍

満
状
態
を
回
避
す
る
必
要
性
が
な
い
ゆ
え
、
国
家
や
天
皇
の
安
寧
を
祈
願
す
る
国

家
レ
ベ
ル
で
行
う
祭
祀
で
の
稿
の
回
避
の
み
が
、
天
下
触
檬
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
い
っ
た
祭
礼
は
内
裏
積
の
場
合
に
も
延
引
・
停
止
に
な
る
が
(
2
4
)
、
内

裏
を
大
き
く
超
え
て
京
都
全
体
に
穏
を
及
ぼ
す
天
下
触
積
に
お
い
て
も
祭
礼
の
延

引
・
停
止
が
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
も
穣
観
念
の
拡
大
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
第
二
章
に
挙
げ
た
【
表
1
1
1
2
】
の
世
間
に
積
が
あ

る
が
、
内
裏
に
は
穣
が
な
い
と
さ
れ
た
天
下
触
檬
の
事
例
に
お
い
て
も
、
神
今
食

は
行
う
が
、
神
今
食
に
出
席
す
る
た
め
の
天
皇
の
行
幸
は
行
わ
れ
な
い
と
い
っ
た

措
置
が
取
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
、
内
裏
を
越
え
た
天
下
触
積
の
影
響
と
い
う

も
の
が
伺
え
る
。

つ
ま
り
天
下
触
穏
と
は
、
槻
と
な
る
範
囲
の
広
さ
と
受
け
る
影
響
の
重
大
さ
と

い
う
点
に
お
い
て
最
大
の
檬
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
そ
れ
を
端
的
に
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
【
表
1
I
4
0
】
の
「
京
中
併

大
触
穣
」
（
『
中
臣
祐
重
記
』
寿
永
三
年
二
月
一
日
条
）
と
、
「
大
」
の
字
を
使
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
天
下
触
穣
に
対
す
る
音
繭
t

の
高
さ
が
窺
わ
れ
な
い
だ
ろ
う

‘I 0
 

カ

本
稿
に
お
い
て
、
平
安
時
代
の
天
下
触
機
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
で

各
章
ご
と
の
結
論
を
ま
と
め
て
み
よ
う
と
思
う
。

•
第
一
章
で
は
、
天
下
触
機
と
〈
世
間
触
械
〉
は
異
な
る
現
象
で
は
な
く
、
ま
た
、

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
拡
大
し
て
い
っ
た
機
意
識
の
中
か
ら
発
生
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
て
き
た
。

•
第
二
章
で
は
、
平
安
時
代
の
天
下
触
械
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
天
下
触
機
の
よ

う
に
、
そ
の
契
機
に
お
い
て
必
ず
し
も
共
通
の
概
念
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
当
時
は
、
必
ず
し
も
械
の
認
定
の
段
階
に
お
い
て
天
下
触
穏
と
認
定
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
天
下
触
機
と
い
う
概
念
が
徐
々
に
成
立
し

て
い
っ
た
こ
と
の
顕
れ
で
あ
る
。

•
第
三
章
で
は
、
天
下
触
機
は
、
主
に
二
十
二
社
と
い
っ
た
国
家
の
大
事
に
関
わ

る
神
社
、
そ
し
て
四
箇
祭
と
い
わ
れ
る
内
裏
で
の
祭
礼
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
。
そ
し
て
天
下
触
機
は
通
常
の
穣
と
は
空
間
的
な
広
さ
と
、
受
け
る
影
響
の

重
大
さ
と
い
う
点
に
お
い
て
最
大
の
機
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
三
点
を
ま
と
め
る
と
、
天
下
触
機
と
は
、
延
喜
式
以
降
、
拡
大
し
て
い

っ
た
穣
観
念
の
―
つ
の
結
実
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
古
代
か
ら
中
世
に
向

か
っ
て
拡
大
し
て
い
っ
た
触
穣
観
念
は
身
分
制
と
し
て
民
衆
を
縛
り
付
け
て
い
っ

た
が
、
他
方
、
天
下
触
機
は
主
に
貴
族
層
が
生
活
す
る
京
都
を
機
で
満
た
す
も
の

と
し
て
、
平
安
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
徐
々
に
成
立
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
国

家
の
大
事
に
関
わ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
二
十
二
社
に
対
し
、
穣
の
侵
入
に
よ

る
怪
異
や
天
変
地
異
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
に
、
奉
幣
の
停
止
、
も
し
く
は
諸

社
祭
の
停
止
、
延
引
と
い
う
形
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
さ
ら
に
朝
廷
や
国
家

お
わ
り
に

―-0 



の
安
寧
を
祈
願
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
四
箇
祭
な
ど
に
も
延
引
・
停
止
と
い
う
影

響
を
与
え
て
い
た
。
つ
ま
り
天
下
触
穏
と
は
、
当
時
の
支
配
者
層
で
あ
っ
た
貴
族

層
が
認
知
し
て
い
た
機
の
中
で
も
、
最
大
の
機
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

鎌
倉
時
代
以
降
、
源
頼
朝
の
死
去
に
よ
る
天
下
触
穣

(25)
を
皮
切
り
に
武
家

政
権
の
首
班
の
死
に
対
し
て
天
下
触
機
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
【
表
1
I
3

7
一
の
よ
う
な
平
清
盛
の
死
去
に
よ
る
天
下
触
械
が
そ
の
淵
源
と
な
っ
た
可
能
性

が
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
具
体
的

な
理
由
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
吉
田
氏
は
源
頼
朝
以
降
の
武
家
政
権

の
首
班
に
対
す
る
天
下
触
穏
に
つ
い
て
、
公
家
側
と
武
家
側
の
政
治
的
問
題
を
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
黒
田
氏
は
中
世
以
降
の
為
政
者
の
死
が
、
民
衆
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
う
点
か
ら
天
下
触
穣
を
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
点
も
含
め
、
今
後
は
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
以
降
に
至
る
ま
で
の
天
下

触
穏
に
対
す
る
土
品
識
の
変
化
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
指
導
教
官
で
あ
る
山
田
雄
司
先
生
を
は
じ

め
考
古
・
日
本
史
研
究
室
の
先
生
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
る
と
同
時
に
、
多
大

な
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
。
こ
こ
に
、
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
お
詫
び
申
し

上
げ
た
い
と
思
う
。

主
1111 
nE (
1
)
大
山
喬
平
『
日
本
中
世
農
村
史
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）
。

高
取
正
男
『
神
道
の
成
立
』
（
平
凡
社
一
九
七
九
年
）
な
ど
。

(2)
大
山
前
掲
書
。
横
井
清
『
中
世
民
衆
の
生
活
文
化
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
五
年
）
黒
田
日
出
男
『
境
界
の
中
世
象
徴
の
中
世
』
（
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
。
な
お
、
以
下
横
井
氏
の
見
解
は
本
書
に
よ
る
。

伊
藤
喜
良
「
王
権
を
め
ぐ
る
穏
れ
・
恐
怖
・
差
別
」
（
『
岩
波
講
座
天
皇
と

王
権
を
考
え
る
第
7
巻
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
差
別
』
岩
波
書
店
、
二

0
0二
年
）

(
3
)
山
本
幸
司
『
機
と
大
祓
』
（
平
凡
社
選
書
、
一
九
九
二
年
）
以
下
同
氏
の
見

解
は
、
本
書
に
よ
る
。

(4)
『
後
法
興
院
記
』
明
応
六
年
(
-
四
九
七
）
六
月
三
十
日
条

(5)
「
こ
も
る
・
つ
つ
む
・
か
く
す
」
（
『
王
の
身
体
王
の
肖
像
』
平
凡
社
、
一

九
九
三
年
）

(
6
)
和
田
実
「
院
政
期
に
お
け
る
天
下
触
穏
に
つ
い
て
」
（
『
年
報
中
世
史
研
究
』

十
九
号
、
一
九
九
四
年
）
以
下
、
同
氏
の
見
解
は
本
論
文
に
よ
る
。

(
7
)
吉
田
徳
夫
「
中
世
の
触
機
政
策
」
（
『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
四
O
I
六、

一
九
九
一
年
）
以
下
、
同
氏
の
見
解
は
、
本
論
文
に
よ
る
。

(
8
)
『
角
川
古
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
）

(
9
)
岡
田
重
精
『
古
代
の
斎
忌
（
イ
ミ
）
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
）

(10)
山
本
・
和
田
・
吉
田
前
掲
論
文
。
．

(
1
1
)

『
玉
葉
』
安
元
三
年
(
-
―
七
七
）
四
月
二
十
八
日
条

(
1
)
『
玉
葉
』
安
元
三
年
（
治
承
元
年
、
一
―
七
七
）
五
月
一
日
条

(13)
喜
蕃
と
は
、
地
位
・
身
分
の
高
い
者
が
直
接
筆
を
取
ら
ず
に
、
侍
臣
に

認
め
さ
せ
た
私
文
書
（
奉
書
）
の
中
で
、
三
位
以
上
の
人
の
奉
書
を
言
う
も

の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
私
文
書
な
の
で
あ
る
が
、
佐
藤
進
一
『
新
版
古
文

書
学
入
門
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
「
私
文
書
の

一
様
式
と
し
て
発
生
し
た
奉
書
、
御
教
書
と
い
う
様
式
の
文
書
が
、
律
令
制

政
治
の
弛
緩
と
政
治
形
態
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
次
第
に
公
的
文
書
と
し

て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
特
に
、
天
下
触
穣
に
よ
り



喜
楽
を
延
引
せ
よ
と
い
う
指
示
を
石
清
水
八
幡
宮
に
出
し
て
い
る
と
い
う

状
況
な
の
で
、
公
文
書
と
解
釈
し
た
。

(14)
な
お
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
穣
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
三
橋
正
「
摂
関
末
・

院
政
期
に
お
け
る
定
穣
に
つ
い
て
」
（
『
駒
沢
史
学
』
第
六
一
号
、
二

0
0三

年
）
が
詳
し
い
。

(
1
)
二
十
二
社
研
究
会
編
『
平
安
時
代
の
神
社
と
祭
祀
』
（
国
書
刊
行
会
、
一

九
八
六
年
）

(
1
6
)
藤
森
馨
霊
安
時
代
の
宮
廷
祭
祀
と
神
祇
官
人
』
（
大
明
堂
、
一
九
九
九

年）

(
1
)
阿
部
猛
・
義
江
明
子
・
相
曽
貴
志
編
需
工
女
時
代
儀
式
年
中
行
事
事
曲
U

（
東
京
堂
出
版
、
二

0
0三
年
）

(
1
8
)
山
本
前
掲
論
文
。

(
1
)
片
岡
耕
平
「
日
本
中
世
成
立
期
に
お
け
る
触
積
観
の
変
容
と
社
会
関
係
」

（
『
史
学
雑
誌
』
一
―
七
-
I
 

0
、
二

0
0八
年
）

(20)
『
小
右
記
』
寛
仁
元
年

(
1
0
一
七
）
七
月
一
日
条
な
ど
。

(21)
『
玉
葉
』
養
和
元
年
（
―
-
八
一
）
年
二
月
二
士
二
日
条
【
表
1
I
4
1
】

に
も
天
下
触
穣
の
た
め
「
触
槻
札
」
を
立
て
な
か
っ
た
記
事
が
あ
る
。

(22)
山
本
前
掲
論
文
。

(
2
3
)
『
台
記
』
久
寿
元
年
（
―
-
五
四
）
四
月
二
日
条
な
ど
。

(24)
山
本
前
掲
論
文
。

(25)
『
明
月
記
』
建
久
十
年
（
正
治
元
年
、
一
―
九
九
）
一
月
三
十
日
条
、
『
猪

熊
関
白
記
』
建
久
十
年
（
正
治
元
年
、
一
―
九
九
）
一
月
三
十
日
条

※
な
お
、
本
文
中
に
て
【
表
1
I
O
】
と
い
う
表
記
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

個
別
の
条
文
を
注
釈
に
載
せ
な
か
っ
た
。
【
表
1
】
内
に
出
典
及
び
条
文
を
記
載
し

て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
あ
お
し
ま

ふ
み
と
し

二
0
0五
年
度
卒
業
生
）



表1 平安時代の天下触檄

嘗号 西暦 和擢詈 ！りるもの） ""'41響 希士日 影響

t 993年 正暦四年 不明 •（世『小間右蘊記』正暦四年一月一日条） ・（賀『小茂右例記幣』な正し暦。四年一月一日条）

1025年 万寿＿年 •（藤『小原右嬉記子』産万識寿二年八月四日条） •（•世天世『『『小小,1聞間下ヽ右右右識触又記記記羹無』』1万寿二年"月四日条） ・（釈『小貧右を記停』む万。寿二年八月十四日条）

2 
(藤『赤『,,11原班ヽヽ右右籠嬉記記子流』』死行万万羹寿寿二年八月七日条） （ 不万斉櫨寿：二年八月七日条）

（ 一年八月＋＝日条） （ 一年八月＋＝日条）

1077年 承暦元年 不明
・（天『水下左識記』承暦元年＋月十八日条） ・九月十一日、暦、伊伊元勢勢年奉奉十幣幣月天。十下八識日によって延引。

3 (『水左記』承 条）
・十月十八日

1092年 寛治六年 五月十九日 内大臣藤が原師らせ通な宅かにつ小児の五体に、不左具中櫨弁が為あ房っがた参の入を、家中 •（・天世『『天『後中中間下下二右右櫨識大条記記識気』』師寛寛通治治記六六』寛治六年五月二十二B条）～六月十八日 の人々知 たところ し、

さ（（『『ら後中に右二内条記裏』師に寛通参治記入六』し寛年た治五た六月め十年。九日条） （ 年六月十四日条）
五月二十日条）

（ 年六月十八日条）

4 

1093年 寛治七年 賀茂社触機出来によって． ・『是中賀右茂記社』触寛櫨治出来、例遍満天下云々
・『ニ『大中十右日二本記社』史臨寛料時治』奉幣年治延引。5 （『中右記』寛治七年十二月六日条） （ 七年十二月六日条）
（（ 寛七 十七二年＋月六一月日条＋）一日条）

1094年 寛治八年 十月八日 左大将藤原忠実の小児の死によって． •今日以往去月八日以後、世間有識疑、是左大将殿小児 宇（『佐中使右例記』幣嘉、五日年斎十院一相嘗、七日条山）科祭延引。6 （嘉保元年b～十一月七日 （『中右記』寛治八年（嘉保元年）＋一月七日条）
非（『常中右之間記』、寛其治櫨八遍年満年天十下一云月々 七日条）

保元 月七日

1096年 嘉保二年 ニ月九日
前三権月七小僧日都、住慶有朝為を吉招社い神て主供津養守を行国っ基たが際大、伽当藍国を他建国立のし人、々

（永長元年） ～四月七日

たながりめ市、にをそ打成のちし後法払住会っ吉たに社と差こにしろ赴支、いえ老てる若いほ男たど女請群数僧集十し・楽人た人がのが池で九に、法落日会ちにをて参行亡内うく

したことによって。

（『『中右記』嘉保三年保（永三長年元（永年）三月十六日条）
（後二条師通記』嘉 長元年）三月十四日条）

7 
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1回

•『四中月右二記十』五日、元石年濤四水月臨二時十祭五追日行条。） 
（ 永長 I 

1096年
永（嘉長保元三年年） 不（『明大（日郁本芳史門料院』崩永御長か元年？）九月十一日条） •（•世『世『中中間間右右識櫨記記気』』遍永永満長長元年八月十日条） せ・・CC八l例lつ中中月幣け右右世十ら記記五111lれ』』永蘊永日る、長に。長石世よ元元濤111lっ年年水て櫨/九延¥放気月月引生遍十十。会満一日故`に雨条に日よ・条）大家っ祓）にて有公付り卿し。て等行不う参由．但8 

（ 元年九月十一日条）

， 1100年 康和二年
＿（（『『殿中月七右暦』記日康』、和目二録二条康年殿和三北二月雑年八舎三日が条月焼七）亡し日、条小）童が焼死したため。 ・櫨『中気右満記天』下（ 目録康和二年三月七日条〉

10 1100年
康和＿年 不明 •（世『中間右職記気』遍目満録康和一年十一月一日条）

1103年 康和五年
一月＿十』記康』五康和日和五、年女一御月藤二原十政五子死去によって。
（殿暦 日条）

（世天『『世『殿本中下間間朝右暦識有櫨1世記気廉如気紀』此和康1康五之穣年和二月一日条1
（祈『『殿中年右暦祭』記、康』諸康和社五和祭年五、二年釈二月莫一月停三日止条日。） 

11 
（『『中右 五年一月二十五日条） （ 条）

（． 五年二月九日条）

（ 和五年＝月四日条）

1104年 長治元年
五月二十九日t僧治よ侶元りた年法ち六勝が寺月法-l・尊勝勝寺寺I・条尊の）勝下寺僧へ中参にっ三た十た日めの。穣 ••（世丙『r骰中蘊1111右暦満有』記天議長』下気長治治い元大元年内年六無六月置十月気十一一日条） ・（神『『殿中今右暦食』記を長』行治長う元治も元年行六年幸六月無十月し一十。一日条）

12 があったが、
（『中右記』長治 十一日 （ 日条）

（ 日条）

13 1104年 長治元年 六（『角中堂右搬記』目録長治元年四月七日条） •（六『中角右堂記櫨』遍目満録天長下治元年四月七日条）
1105年 長治＿年 斎屈院中の五体不具櫨を知らずに人々が参り.その人々が 或・（是『遍中斎満右院世記中』間有長五体不具櫨、不知案内人々参入斎院参内、 ・（Ill『中韓右神記祭』延長引治。二年二月十四日条）
14 したため。

殿中暦右』記長』治長一年一月十月四日条）条 治二年二月十四日条）
治二年二 十五日 （＋四日か？））

1107年 嘉承二年 一月—＋八日まで

尾宅色（『張に々中言国な右人いよ記，）ての』死目い宅録人たへの嘉の出骸承を向二骨い事を年た情持一たをっ月め知て三世きら十間なたに日い人丙条家が識）季兵が宅緬遍の尉満人家．々季が0) ・世近『1中中1111B右右世丙記記間櫨』』丙満嘉目蘊天承録遍下二嘉満年云一々 •（（一『二中月月右中一記、日』伊勅嘉勢使承勅二日使程年延一定引ま月。る三）十日条）15 （ 月三十日条）

（ 承二年一月＝＋日条）

16 1107年 嘉承＿年 八月＿十五日まで 不明 ・天『中下右櫨記気』今嘉日了
（ 承―年八月一十五日条）

1107年 嘉承＿年 八月—＋五日
八月二死Ill右者』十記嘉七の』承嘉識日二承が．年二西法九年洞皇九月院飼九月高所十辻日に条三が引）焼日参条失し）した、た左め衛．門大夫実盛宅

・・（天世1『近1騎中中間下日右右111櫨天丙1記記識気下嘉』』丙承嘉嘉識承承二気二年遍九年満九月九日条、九月十二日条）
••（（石『世『殿中濤間111右水丙』記放識嘉』生承に嘉よ会承二っ、年二て宮九年上寺九月卿に十月以付五十下し五日て参条日追向条）行せ）すずる．。～九月二十七日 の燒

17 ゃ（中 （ 月十三日条）

（ 承一年九月十五日条）

18 1108年 嘉（天承仁三元年年） 源（『義中親右の記首』嘉が承入三洛年し（た天こ仁と元に年よって ・触『中臓右遍記天』下歎
）一月二十九日条） （ 天仁元年一月一十九日条）

1111年 天永二年 ＝月五日

三知て(I（『六月ら殿中ず条五暦右に院1記且天、女』人永天六房々永二条従が二年院者七三年にが日三三月賀の六十月陽月六日日院忌条の日女例識条`房三講`が曹三月に引局十月やきに一十っ来参て二日っ着き条て日したい条）たたた）ためこめ。と加。をえ
～四月四日 三月十二日条）

三月十五日条）

三月二十日条）

19 四月一日条）
広瀬祭、龍田祭

月一日条）



（『年中行事秘抄』三月） •（•『平四中尾月右祭二記十、』松天一尾永日祭二、石、年杜濤四本水月祭臨十、時嘗六祭麻E1．祭条。） 
1111年 天永＿年

大仰経（（『『炒せ忠殿中殿にが右暦よで参』記天っ下内』天永て女し大永二たが炒二年た死殿年六めにに六。月』参触十月入蘊十一しが一日あ条日事っ条）情た）をが知、ら但ぬ馬ま守ま家参保院が。院まのた
・（『件中識右遍記満』天天下永二年六月十一日条）

・・（（（神『置『『殿中中今中右右暦食の記』記神に天』』参天今天永っ永食永二たの二二年人年先年六々六例六月はあ+月月盪り十十-れ。--Bて条BBい条条）な）） いので行う。20 

1111年 天永＿年 十一月二十八日まで

下を((（ff『殺野殿永中害守暦右昌L葦』記記天て』』明帰永天天国京永永二がし二二年美た十年年濃こ一＋＋国と月一一にに四月月よおっ四四8いて条8日て．条）条信）） 濃守大江広房の郎従等 ・糧天I又9『殿永中凡笥下暦右昌世膏識』記記間天満』』天皆永天天触下二永永識年二二云十年年々
（ 一月四日条） （ 条）

. ( +一月四日条） （ 条）

（ ＋一月四日条） （ 十日条）
21 

C天l世世『『永中中間下間昌右右蘊童之記記記蘊気』』』天永二年＋一月十九日条）
（ 天永二年十一月二十五日条）

（ ＋九日条）
（ 天永二年十一月二十九日、十二月三日条）

（ 条）

1114年 永久＿年

春日（（＇『社殿中日社右に暦参触』記永識っI永久たに二久後議二年参が二年院出二月し来た十月。たさ四十めら四日に。条日興）条福）寺権別当永縁僧都が春
・祈r『祈9殿中中年年右暦右穀穀』記記奉奉永』』幣幣永永久延引年（櫨9洛『殿中陽気暦右大遍』記略永満』櫨之永久蠍疑二久年出二来二年月十四日条） （ 二 ＿月十月四日条）

22 （ 久二年二十四日条）
（ 二月十四日条）

・（ 。久二年二月二十二日条）

1117年 永久五年 一月＿十八日
石（（『『漬殿大水暦日八』本永幡史久宮料五』に年「流吉一産部月の秘二櫨訓十が抄八禁」永日中条久に）五及年ん一だ月た二め十。八日条） ・（天『殿下暦讃』永久五年二月一日条）～二月二十二日

23 

・ 永+棗永延永永奉永日追幣弓久-久久．久久祈I行.五五追五五a五年.。年行年年年年穀大今二二。二二二奉原日月月月月月櫨幣野二二二二二逗条お十十十十日わ延引条二四四日ん弓．条）日日日Iぬ.条条条）日）） ） なり．

・（（ 追五五行年年 十 条

1126年 大治元年 尊め勝。寺法華堂に死人があり、その櫨が院と内裏に及んだた

・・（天『天『永永下下昌昌有櫨記記職』I大治元年三月十七日条）24 
（（『『永永昌昌記記』』大大治治元元年年三＝月月十十七九日日条条）） 

（ 大治元年＝月十九日条）
1130年 大治五年 ＝月＿十八日

·々•erer三=中が中月月参右右二二記入記十十』』し七七大大・天治治日8下、五.五院院に年年中中遍三四にに満月月犬犬．二一死死十日議盪八条がが）日出出条来来） L. 天下に遍満． 遍・（・C『l是昨中満中従日大右右院去記記卜中月』』之犬大廿大故死治七治也羹五五日院出年年来三中四犬、月遍死二満蘊十天八出下来日条`人）々不知其由参入之
～四月二日まで

。それを知らない人

月一日条）
25 

1132年 天承＿年 春日社の神人が頓死したため、機であったが、社司時盛が ・丙櫨遍満 ・春日祭延引。

ば



（長承元年） 明<r法博士明兼の宅に入り、さ年らに）一明月兼二が十所八々 日に条参）ったため。
中右記』天承二年（長承元

26 

27 1132年 天承一年
不明

1135年 保延元年 十一月四日 故長実中』納保言延女元が年鳥＋羽一院月の四子日を条出）産したため。
28 ～十一月十日 （『中右記

1151年 仁平四年 ＝月＿十＿日
三そた（『のめ月兵識二．範に十記藤二』仁原日平忠、二法通年性が四寺触月御れ一堂る承日。さ条士ら）のに妻翌が二法十性三寺日内にで参死内去しした29 ～四月二十一日

1157年 保元＿年
三こ（『の月兵機六範が記日天』、保去下元月に二十流年二風三。日昨月に日六七沙条日汰条付出近）来炎。上。在家人数人焼死。30 

1167年 仁安＿年
＝月二椀範十記記三』』仁仁日安安に二二法年年住三四寺月月殿二十に十四て四日乞条日食条）の）法師が死去したため。
（ド
（山

31 

1176年 安元＿年
一が（『天玉日下に葉落』に安雷引元きが二満あ年ちり、る法勝寺雑人が＿人死んだため、その穣32 

＝゚月十五日条）

1176年 安元一年
三知し（『た月ら玉たず八葉めに』日安。実、元最寛二勝法年光印六院が月の最九池勝に日光条人院）がを訪落ちれて`さ死らんにだ七が条、それを33 条 院に帰参

1177年 安元二年 四月二』十安八元日三の年火五災月で二、京条中に死人が満ちたため。
34 （『玉葉 日）

1180年 治承四年 不明（以仁王の変か？）

35 

1181年 治承五年
十（（『『二玉吉月葉記』二』治治十承承八五四日年年、十五平二月重四月衡二日に条十よる九）東日大条寺）焼き討ち。

36 

37 1181年 治承五年 不明

一

（『中右記』長承元年一月二十八日条）

•（世『世中間間右械丙記穣』長承元年二月十一日条、二月十五日条）
•世間
（『中右記』長承元年二月十一日条）

・（天『中下右丙記襟』長承元年二月十七日条）

・（『天年下中有行襟事事秘抄』 ＋一月）

・世院『中間産右櫃産記遍禰』及満保天今延下元日、今日已満了

（ 年十一月十日条）

・（天『兵下範檬記気』仁平二年四月二十日、二十一日条）

・『件兵楡範気記流』風保天元下
（ 二年三月六日条）

・近『兵日範天記下』流風已 不浄疑＋ 
（ 仁安二四月四日

仁安二年四月十四日条）

仁仁世、天間安安下二二`流依年年風懺四四有行月月不平二三浄野十十疑梅七日宮条日等条）祭）了、其後識気自然・

』仁安一年四月―十七日条）

・（朔『玉日葉落』雷安、元法二勝年寺三雑月人十二五人日死条去）ェ々、其識引満天下

・（但『玉内葉裏』、安院元中二為年蘊六者月、十已一天日下条ー）同識也

•今度炎上満安京、元焼中三死、年櫨之五輩気月已又二遍多日天、条其下） 楡大略、遍満京中
・（死『玉人葉已』

・（天『玉下葉櫨』安元四年六月七日条）

・（天『年下中死行楡事秘抄』 六月）

・（•（天『南『玉吉都下葉記有国』』蘊治中治承承気．井之五五京疑年年都一五大月月略一四大日日触条条蘊）） 也

・（『近玉日葉天』下治皆承有五識年気二之月疑二十三日条）

（世『『中中間右右丙記記橡』』長承元年二月二日条）• 今日に及ぷ
（ 長承元年二月十一日条）

・<ニI中月右十記一』長日、承承`大暮元元原B年年野祭一一祭追月月延行二二引。十十． 八日条）

（ 八日条）
・f『ニ大中中原月右右十野記記祭二』』8 
・（ 追長長行承元。年一月十七日条）

I、̀•一
•四月一日、平：平野二祭年｀諸社、賀屯茂条祭）lil• 引．
（ 仁 四月一日
・『天『兵兵下範範穐記記気』』今日以後年有るべか 満三十日。
（ 仁平二四月二十

・（『八兵社範奉記幣』を保停元む二年三月六日条〉

・ 日二、日年吉三御月幸二停十止四。
（ 安 日条）

（ : ． 安二年四月二十一日条）
・ 三日
（ 二＋年四月二十四日条）

・（ 。安二年四月二十七日条）

・（ 。安―年四月＝＋日条）

・『し玉か葉し』、公家に用いられ十ず五、日臨条時）祭が行われる。
（ 安元二年三月

汰・（祇『玉。園先葉御例』輿安に迎元憚を四ら恒ず年の。六如月く行う。天下櫨と雖も本社の沙

七日条）

•（『四玉方葉拝』無治し承。五年一月一日条）



1181年 治承五年
間（『二玉葉月五』治日承、五平年清三盛月死二去日条） ・（天『玉下葉櫨』気治承之疑五町年9三葺去月事二日条）

・祈年穀の奉幣が死識の期間が過ぎた後に発せられ
38 

る（『。玉葉』治承五年三月二日条）

1183年 寿永二年 不明（源義仲による院襲撃か？）

・•（<（天『天I『吉玉玉下下葉記葉識禰』』I寿気寿寿永永永二二二年年年十十十一一二月月月二二一十十日二二条）日日条条）1 ・（大『『玉吉原葉記野』』祭寿寿無永永し二年＋一月二十二日条）
39 （ 二年十一月二十二日条）

1184年 寿永三年 一月二十祐六日』、寿源永義三仲年の二首月が一京日に条入る。 ・•（世京『『天『百百中間中下錬錬臣併櫨瀧祐抄抄大』』重触寿寿記嚢永永』寿永三年二月一日条） •（『春『百中日錬臣祭祐抄延』重寿引記永。』寿永三年二月一日条）（『中臣重記 ） 
（ 三年二月一日条）

40 
（ 三年二月一日条）

（ ＝年一月九日条）

1184年 寿永＝年
ーer『の玉谷葉の』水寿戦文永い書三之年五二月九日縁条事）抄 ．＿月八日、石漬水八宮幡寺宮縁御事神抄楽延引1神．楽

（世『平『天ー件『京玉石石聞櫃氏下谷中葉潰漬櫨櫨平又及之』水水識糧天寿家文文乱永気下`書書又間三之之可年A五五充巖二満及月宮宮天九寺寺下日縁縁条事事）抄抄

（『石漬水文書之五 御 次第』）
（石漬 宮寺 御神楽次第』）

41 

（ 御神楽次第』）

（ 怪異井不浄等事』）

1184年 元暦元年 八月十日

害（雅き（・・『『八養山山た。が経月そ愧た榛参家十のめ記記内人識且．』』。元平元等がこ平信暦暦れが院信葦元元諸だ中兼年子年け家にの九で息Iお．¥蔵子な殺月月よ三人くび三害二．左人`の十参日そ編、蘊条七院葦の門）のし日纏後権た疑条経天人佐い）宅下緩ががにに闘雅広て遍宅白く自満及のに害．ぷ入下も．りにし、やく又はっ親殺て

（（・・『『天八山山下月槙檎謳二記記十、』』九元元五日暦暦日に元元`至日年年る吉八九。御月月幸二延十引七．日条）～九月九日

a(1((・・・・『『天天京至山山山山干内下下槙槙椀椀識有九識記記記記識中日』』』』元元元元戴天暦暦暦暦下元元元元有年年年年識九1'九九月二十七日条）42 月一日条） 七日条）

月七日条）

月十日条）

I 1斗


